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令
和
６
年
度
予
算
決
ま
る

任
命
さ
れ
る
農
業
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

岩
本　

清　
　
（
大
字
三
尾
）

冨
永　

健　
　
（
大
字
小
）

桝
谷　

允
啓　
（
大
字
平
野
）

浦
田　

信
利　
（
大
字
大
豆
生
）

梶
井　

泰
德　
（
大
字
中
黒
）

阪
本　

佳
代
子（
大
字
狭
戸
）

宮
西　

利
宏　
（
大
字
伊
豆
尾
）

中
尾　

文
男　
（
大
字
鷲
家
）

小
坂　

正
晴　
（
大
字
木
津
）

植
田　

勇
二　
（
大
字
小
栗
栖
）

　

な
お
、
任
期
は
令
和
６
年
４
月
18

日
か
ら
令
和
９
年
４
月
17
日
ま
で
の

３
年
間
で
あ
り
ま
す
。

専
決
処
分
報
告

◆�
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）は
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
と
し

て
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
住
民
生
活
や
事
業
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
政
府
に
お
い
て
、

住
民
税
均
等
割
の
み
の
課
税
世
帯
に

　

令
和
６
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会

が
、
３
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
一

部
改
正
、
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
・

各
種
特
別
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

同
意
・
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

委
員
の
松
久
保
久
永
氏
の
任
期
が

令
和
６
年
４
月
11
日
を
も
っ
て
満
了

す
る
の
で
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
再
任
す
る
も
の
で
す
。

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

　

委
員
の
丸
井
戸
弘
俊
氏
の
任
期
が

令
和
６
年
３
月
９
日
を
も
っ
て
満
了

す
る
の
で
、
引
き
続
き
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
再
任
す

る
も
の
で
す
。

対
し
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
の
給
付

金
と
、
低
所
得
世
帯
の
う
ち
18
歳
以

下
の
子
ど
も
を
持
つ
子
育
て
世
帯
に
、

こ
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
の
追
加

給
付
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
た

め
、
事
業
実
施
に
係
る
経
費
と
、
住

民
１
世
帯
あ
た
り
５
千
円
の
物
価
高

騰
地
域
振
興
券
を
発
行
す
る
経
費
、

学
校
給
食
費
等
を
１
月
か
ら
３
月
ま

で
免
除
す
る
に
あ
た
り
、
学
校
給
食

事
業
費
特
別
会
計
繰
出
金
と
、
水
道

料
金
に
つ
い
て
公
共
施
設
を
除
く
家

庭
向
け
と
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
の
12
月
か
ら
３
月
の
４
か
月

分
の
基
本
料
金
免
除
分
を
補
填
す
る

た
め
簡
易
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
こ
ど
も
園
保
育
料
免
除

に
係
る
財
源
調
整
等
の
補
正
で
あ
り
、

年
度
内
執
行
を
行
う
た
め
、
専
決
処

分
を
し
た
も
の
で
す
。

◆�

学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計
予
算

を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
学
校
給
食

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）は
、
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

　

委
員
の
西
林
宗
幸
の
任
期
が
令
和

６
年
３
月
９
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

の
で
、
引
き
続
き
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
再
任
す
る
も

の
で
す
。

◆�

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
は
、
委
員
の
任
期
が
令
和
６
年
４

月
17
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
の
で
、

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
９

条
」及
び「
東
吉
野
村
農
業
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
関
す
る
規
程
」に
基
づ

き
、
委
員
候
補
者
の
推
薦
及
び
募
集

を
行
っ
た
結
果
、
定
数
10
名
に
対
し

て
同
数
の
推
薦
及
び
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
選
考
に
あ
た
り
、
委
員
の
任

命
過
程
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、「
東
吉
野
村
農
業
委
員

候
補
者
評
価
委
員
会
設
置
及
び
運
営

規
程
」に
基
づ
く
審
議
の
後
、
候
補
者

を
議
会
へ
提
案
し
、
同
意
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
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が
統
一
な
る
こ
と
か
ら
、
本
村
の
保

険
税
率
を
県
内
市
町
村
と
合
わ
せ
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
改
正

　

心
身
障
害
者
医
療
費
の
対
象
と
な

る
療
育
手
帳
の
範
囲
を
Ａ
１
及
び
Ａ

２
の
方
に
加
え
、
療
育
手
帳
Ｂ
１
及

び
Ｂ
２
ま
で
対
象
を
広
げ
、
医
療
費

助
成
を
す
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
の

一
部
改
正

　

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
水
道
法
等
の
所
管
が
厚
生

労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
及
び
環
境

省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
水
道
法
等
の
所
管
が
厚
生

労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
及
び
環
境

省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

を
受
け
る
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
給
食
費
の
減
免
を
お
こ
な
う
に
あ

た
り
、
財
源
調
整
を
す
る
も
の
で
す
。

◆�

簡
易
水
道
事
業
費
特
別
会
計
予
算

を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）は
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
る
住
民
や
事
業
者
へ
、
水
道
料

金
の
負
担
軽
減
を
お
こ
な
う
に
あ
た

り
、
財
源
調
整
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
監
査
委
員
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

引
用
し
て
い
る
条
文
の
条
項
ず
れ
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
、
非
常
勤
消
防

団
員
等
に
対
す
る
損
害
補
償
に
係
る

補
償
基
礎
額
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
若
者
移
住
定
住
促
進
住

宅
条
例
の
一
部
改
正

　

大
字
平
野
の
寄
贈
い
た
だ
い
た
空

◆�

東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

引
用
し
て
い
る
条
文
の
条
項
に
ず
れ

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組

合
規
約
の
変
更

　

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
水
道
法
等
の
所
管
が
厚
生

労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
及
び
環
境

省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要

の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）は
１
億
１
５
２

３
万
１
千
円
の
減
額
補
正
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
区
長
会
研
修
関
係
経
費

	

△
１
０
４
万
５
千
円

・�

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
基
金
へ
の
積

立
金	

△
５
０
万
円

・
能
登
半
島
地
震
被
災
者
支
援
義
援
金

	

１
０
０
万
円

・
庁
舎
電
気
代
等	

△
１
２
３
万
円

・�

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応

支
援
委
託
経
費	

△
８
６
万
２
千
円

・
減
債
基
金
積
立
金

	

５
７
２
万
３
千
円

き
家
を
活
用
し
た
若
者
移
住
定
住
住

宅
の
完
成
に
伴
い
別
表
に
当
該
住
宅

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
及
び
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く
、

令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
65

歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
率
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
１

日
開
催
の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
保
険
給
付

に
要
す
る
費
用
等
の
予
想
額
を
基
に

保
険
料
率
を
決
定
し
た
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

本
年
１
月
25
日
付
け
で
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等
に

関
す
る
条
例
等
４
条
例
を
一
括
し
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
調
整
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
制
度
の
県
単
一
化
に

伴
い
、
最
終
令
和
６
年
度
に
保
険
料

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日
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・�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料
及

び
耐
震
改
修
事
業
補
助
金

	

△
６
５
万
円

・
現
場
業
務
作
業
員
の
報
酬
等
経
費

	

△
２
７
７
万
８
千
円

・
村
道
危
険
木
伐
採
に
係
る
経
費

	

△
５
９
万
８
千
円

・�

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
及
び
防

災
・
安
全
交
付
金
事
業
費

	

△
５
５
６
５
万
円

・�

大
字
大
豆
生
、
向
出
線
道
路
改
良
工

事
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
等
に
係

る
補
償
金	

△
７
９
１
万
１
千
円

・�

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
費
及
び
村

消
防
団
正
副
団
長
研
修
、
幹
部
研
修

に
係
る
経
費	

△
２
１
３
万
５
千
円

・�

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
に
係
る
経

費	

△
５
５
１
万
１
千
円

・
国
県
支
出
金
等
返
納
金

	

△
６
４
万
１
千
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
２
６
億
８
２
７
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）は
４
０
１
万
９
千
円
の
減
額
補
正

で
す
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費

	

△
４
０
１
万
９
千
円

・
地
籍
調
査
関
係
経
費

	

△
６
０
０
万
円

・�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
関

係
経
費	

△
２
３
４
万
４
千
円

・�

特
別
徴
収
税
額
通
知
の
電
子
化
に
係

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入

委
託
経
費	
△
１
１
０
万
円

・�

戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
改
造
委
託
経
費

	

１
７
１
万
６
千
円

・�

吉
野
広
域
行
政
組
合
戸
籍
電
算
負
担

金	

△
１
３
万
４
千
円

・
さ
く
ら
苑
運
営
費
負
担
金

	

△
５
３
万
５
千
円

・
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費

	

△
８
７
万
３
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

	

△
３
５
万
５
千
円

・
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業
委
託
経
費

	

△
２
５
万
円

・�

扶
助
費
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費
、

並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

	

△
４
８
４
万
３
千
円

・
乳
幼
児
福
祉
費	

５
４
万
７
千
円

・
児
童
福
祉
費
、
児
童
福
祉
総
務
費

	

△
７
２
万
５
千
円

・
児
童
措
置
費	

△
４
２
万
円

・
南
和
広
域
医
療
企
業
団
負
担
金

	

△
８
８
万
３
千
円

・�

各
種
健
診
委
託
料
、
予
防
接
種
委
託

料
、緊
急
風
し
ん
抗
体
検
査
委
託
料
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

	

△
４
３
５
万
４
千
円

　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
１
億
５
１
６
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）は
７
９
万
２
千
円
の
減
額
補
正
で

す
。

・�

介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
費	

△
８
７
万
５
千
円

・
主
治
医
意
見
書
作
成
手
数
料

	

８
万
３
千
円

　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
５
億
２
２
８
７
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

令
和
６
年
度
当
初
予
算
を
議
決

　

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
と
し
て

一
般
会
計
２
５
億
５
５
９
１
万
３
千

円
を
は
じ
め
、
学
校
給
食
事
業
費
特

別
会
計
２
９
７
４
万
８
千
円
、
国
民

健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
２
億
５

７
６
６
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計

４
億
８
１
９
３
万
６
千
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
５
３
６
９
万
４
千

円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
１
億
４
９
１

０
万
７
千
円
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

主
な
施
策
の
内
容
、
主
要
事
業
等

は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま

す
。

・�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金	

△
２
０
５
万
７
千
円

・
簡
易
水
道
事
業
費
特
別
会
計
繰
出
金

	

△
８
７
万
８
千
円

・�

吉
野
三
町
村
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運

営
管
理
負
担
金
及
び
さ
く
ら
広
域
環

境
衛
生
組
合
負
担
金

	

△
６
０
７
万
３
千
円

・
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

	

△
１
４
１
万
５
千
円

・�

有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助

金
及
び
農
産
物
生
産
奨
励
補
助
金

	

△
２
０
２
万
４
千
円

・
有
害
獣
駆
除
報
償
費

	

△
２
５
万
７
千
円

・�
施
業
放
置
林
整
備
事
業
委
託
料
及
び

東
吉
野
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
委

託
料	

△
２
３
１
万
７
千
円

・
村
産
材
生
産
促
進
事
業
補
助
金

	
△
４
５
万
９
千
円

・
県
林
業
協
会
負
担
金

	

△
５
２
万
６
千
円

・
森
林
作
業
道
整
備
事
業
補
助
金

	

２
７
３
万
８
千
円

・
住
民
安
全
確
保
対
策
事
業
補
助
金

	

△
５
２
万
４
千
円

・
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
派
遣
負
担
金

	

△
１
４
５
万
１
千
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
係
る
経
費

	

△
６
３
９
万
５
千
円

・
集
落
支
援
員
活
動
補
助
金

	

△
１
０
０
万
円

・
観
光
に
お
け
る
旅
費

	

△
５
３
万
４
千
円

主
な
施
策
の
内
容
（
村
長
施
政
方
針
よ
り
）

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
１
億
５
１
６
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）は
７
９
万
２
千
円
の
減
額
補
正
で

す
。

・�

介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
費	

△
８
７
万
５
千
円

・
主
治
医
意
見
書
作
成
手
数
料

	

８
万
３
千
円

　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
５
億
２
２
８
７
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

令
和
６
年
度
当
初
予
算
を
議
決

　

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
と
し
て

一
般
会
計
２
５
億
５
５
９
１
万
３
千

円
を
は
じ
め
、
学
校
給
食
事
業
費
特

別
会
計
２
９
７
４
万
８
千
円
、
国
民

健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
２
億
５

７
６
６
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計

４
億
８
１
９
３
万
６
千
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
５
３
６
９
万
４
千

円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
１
億
４
９
１

０
万
７
千
円
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

主
な
施
策
の
内
容
、
主
要
事
業
等

は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
予
算
編
成
で
は
、
歳
入
の
厳
し
い
状

況
の
中
、
財
政
の
健
全
性
を
保
ち
つ
つ
、
主
要
施
策

へ
の
資
源
投
資
や
事
業
の
見
直
し
を
通
じ
た
財
政
運

営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
移
住
・
交
流
を
促

し
、
安
全
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
村
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
を
活
か
し
、
多
様
な
人
が

活
動
で
き
る
魅
力
的
な
村
づ
く
り
を
掲
げ
、
具
体
的

な
将
来
像
と
し
て
は
、「
ま
ち
か
ら　

む
ら
か
ら　

人

が
集
う　

木
と
水
の
ふ
る
さ
と
」を
目
指
し
、
選
ば
れ

る
村
、
自
分
ら
し
い
働
き
方
が
で
き
る
村
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
村
を
目
標
に
し
ま
す
。

1 

都
市
と
の
往
来
と
移
住
を
進
め
る
村
づ
く
り

（
１
）移
住
・
定
住
の
促
進

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
若
者
が
本
村
に
移
住
定
住
し
て

活
躍
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
構
想
」を
推
進
し
、
若
者
移
住
・
定
住
の
拠
点

施
設「
オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
プ
東
吉
野
」も
開
設
か
ら
丸

９
年
が
経
過
し
、
多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、

利
用
者
の
中
か
ら
村
へ
の
移
住
者
も
増
え
一
定
の
成

果
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
速
通
信
が
可
能

と
な
り
、オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
プ
東
吉
野
の
運
営
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、

利
用
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
た
だ
き
、

村
で
の
体
験
活
動
や
交
流
活
動
を
通
じ
て
今
後
も
多

く
の
若
者
の
本
村
へ
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

若
者
の
移
住
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
住
宅

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
空
き

家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促
進
住
宅
や
移
住
体
験
住

宅
の
改
修
整
備
、
村
営
住
宅
の
新
築
に
よ
り
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長

は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
空
き
家
登

録
も
増
え
33
戸
が
入
居
し
、
20
戸
を
超
え
る
ス
ト
ッ

ク
も
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
空
き
家
改
修
助
成
制
度

や
移
住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
・
各
種
相
談
に
応
じ

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
は
じ
め
移
住

し
や
す
い
環
境
を
充
実
し
、
本
村
へ
の
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

空
き
家
に
つ
き
ま
し
て
は
、
放
置
す
れ
ば
倒
壊
す
る

恐
れ
が
あ
る
も
の
や
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
家
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
東
吉
野

村
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、
所
有
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
保

護
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、
必
要
に
あ
わ
せ

て
空
家
等
の
利
活
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26

年
度
よ
り
取
り
組
み
10
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
20
名
の
若
者
を
迎
入
れ
、
現
在
、
物
作
り
、

文
化
芸
術
の
情
報
発
信
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
と

い
っ
た
活
動
に
３
名
が
従
事
し
て
お
り
、
ま
た
、
集

落
支
援
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
名
が
従
事
し
て
お

り
ま
す
。
す
で
に
協
力
隊
の
３
年
間
の
活
動
期
間
を

満
了
し
た
７
名
も
、
引
き
続
き
本
村
に
定
住
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
地
域
お

こ
し
協
力
隊
３
名
、
集
落
支
援
員
４
名
の
体
制
と
な

り
、
引
き
続
き
活
動
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
京
圏
か

ら
村
に
移
住
し
た
者
に
定
額
の
移
住
支
援
金
を
交
付

す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
バ

ン
ク
等
の
移
住
情
報
の
提
供
な
ど
、
移
住
を
希
望
す

る
人
が
本
村
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
受
け
入

れ
支
援
や
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

（
２
）観
光
・
交
流
の
促
進

　

村
内
で
の
就
業
の
場
の
確
保
を
図
り
、
本
村
の
文

化
・
観
光
・
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
村
、

や
は
た
温
泉
、
た
か
す
み
の
里
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
３
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、リ
ピ
ー
タ
ー

を
中
心
に
一
定
の
利
用
者
を
確
保
し
て
お
り
、
設
備

の
更
新
や
施
設
の
改
修
を
計
画
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
奈
良
交
通
株
式
会
社
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
用
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

か
つ
て
の
鮎
釣
り
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
村

漁
業
協
同
組
合
が
実
施
し
て
い
る
鮎
漁
業
の
振
興
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
と
し
て
応
分
の
助
成
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
こ
こ
数
年
来
釣
り
客
が
増
加
し
て
夏
の

風
物
詩
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
支

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

天
誅
組
終
焉
の
地
と
し
て
志
士
達
を
慰
霊
・
顕
彰

す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨

年
の
天
誅
組
１
６
０
年
顕
彰
記
念
に
か
か
る
関
連
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
が
村
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
盛
会
裡
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
、
あ
ら
た
め
て
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
議
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
村
に
お
い
て
講
演

会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
若
き
命
を
散
ら
し
た
志
士
た
ち
の
慰

霊
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

志
士
の
慰
霊
と
顕
彰
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
と
と
と
も
に
、

引
き
続
き
津
野
町
、
梼
原
町
、
刈
谷
市
な
ど
ゆ
か
り

の
地
域
や
人
々
と
の
絆
や
交
流
を
一
層
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、「
維
新
の
さ
き
が
け
天
誅
組
」の
存
在
を
高

め
、
東
吉
野
村
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
議

員
の
皆
様
に
は
絶
大
な
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

が
引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
天
忠
組
ゆ
か
り
の
４
市
町
村
連
携
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

新
た
な
企
画
の
も
と
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

主
な
施
策
の
内
容
（
村
長
施
政
方
針
よ
り
）
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本
村
の
動
物
と
し
て
認
定
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
本
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
」と
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
等
に

参
加
す
る
こ
と
で
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

吉
野
郡
８
ヶ
町
村（
吉
野
町
・
下
市
町
・
黒
滝
村
・

天
川
村
・
下
北
山
村
・
上
北
山
村
・
川
上
村
・
東
吉
野
村
）

で
連
携
し
て
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組
み「
森
に
育
ま

れ
、
森
を
育
ん
だ
人
々
の
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
～
美
林

連
な
る
造
林
発
祥
の
地�
吉
野
～
」が
、
平
成
28
年
に

文
化
庁
の
実
施
す
る
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
、

令
和
４
年
度
に
認
定
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
村
の
歴
史
文
化
の
魅
力
や
林
業
文
化
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
世
代
を
超
え
た
元
気
力
や
文
化
力

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る「
東
吉
野

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、
文
化
展
覧
会
、
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
農
林
産
物
品
評
会
、
文
化
発

表
会
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
堺
市
、
刈

谷
市
、
宇
陀
市
や
松
阪
市
の
コ
ー
ナ
ー
等
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
の
も
と
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
村
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
賑
わ
い
の
あ
る
内
容

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
、
内
容
を
充
実
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
発
足
60
周
年
記
念
事
業
を
契
機
に
始
ま
っ
た
観

光
地
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
は
、

第
７
回
目
を
迎
え
、
東
の
滝
、
夢
淵
そ
し
て
丹
生
川

上
神
社
周
辺
に
範
囲
を
広
げ
、
期
間
も
拡
大
し
て
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、
村

を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
内
容
を
さ
ら
に
充
実

し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
若
手
職
員

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
、
準
備
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

「
Ｆ
Ａ
Ｍ
」に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た
な
発
想
の
も
と

実
施
し
、
多
く
の
方
に
村
の
自
然
の
魅
力
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
に

向
け
、
奈
良
県
と
市
町
村
と
で
設
置
い
た
し
ま
し
た

「
大
阪
・
関
西
万
博
奈
良
県
実
行
委
員
会
」に
お
い
て
、

万
博
開
催
前
の
機
運
醸
成
を
図
り
、
万
博
を
契
機
と

し
た
県
内
へ
の
観
光
誘
客
と
経
済
波
及
効
果
を
も
た

ら
す
た
め
、
県
及
び
市
町
村
と
連
携
を
図
り
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
か
ら
三
重
県
伊
勢
へ
続
く
エ
リ
ア
に

お
い
て
、
東
奈
良（
宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
・
山

添
村
・
東
吉
野
村
）と
三
重
県
名
張
市
の
６
市
村
が
広

域
連
携
で
設
立
い
た
し
ま
し
た
、「
東
奈
良
名
張
ツ
ー

リ
ズ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」に
お
い
て
も
、
大
阪
・
関

西
万
博
を
契
機
と
し
た
観
光
誘
客
及
び
コ
ロ
ナ
収
束

に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
事
業

の
推
進
を
図
り
、
村
へ
の
周
遊
に
繋
げ
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

本
村
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
等
、

本
村
の
持
つ
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
村

の
活
性
化
、
村
へ
の
入
り
込
み
客
や
交
流
人
口
、
関

係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
３
）企
業
・
大
学
と
の
連
携
・
交
流

　

小
川
の
ま
ち
の
再
生
の
実
現
に
向
け
、
平
成
29
年

３
月
14
日
に「
奈
良
県
と
東
吉
野
村
と
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
包
括
協
定
書
」を
締
結
し
、
当
該
地
区
の
持

続
的
発
展
及
び
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
東
吉
野
村
小
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」を
策

定
。
平
成
31
年
４
月
12
日
に
は「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
協
定
書
」を
締
結
。
令
和
２
年
３
月
、
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
実
現
に
向
け「
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
事
業
推
進
に
向
け
た
取
組
と
い

た
し
ま
し
て
、
空
き
家
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て

お
り
、
奈
良
女
子
大
学
と
も
協
働
連
携
協
定
を
締
結

し
、
様
々
な
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

奈
良
女
子
大
学
が
従
来
か
ら
活
動
拠
点
と
し
て
き

た
三
尾
地
区
に
あ
る
旧
四
郷
小
学
校
で
の
活
動
も
、

校
舎
部
分
全
て
を
活
動
領
域
に
広
げ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
三
尾
地
区
の
賑
わ
い
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
奈
良
女
子
大

学
と
奈
良
教
育
大
学
を
運
営
す
る
奈
良
国
立
大
学
機

構
に
お
い
て
、
自
治
体
や
企
業
と
の
更
な
る
連
携
・

協
働
体
制
の
構
築
等
を
推
進
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め「
奈
良
カ
レ
ッ
ジ
ズ
連

携
推
進
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ
れ
、
そ
の
活
動
拠
点
の

一
つ
が
旧
四
郷
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
業
の
公
益
的
機
能
に
着
目
し
た
林
業
振
興
の
一

環
と
し
て
、
友
好
都
市
堺
市
の
協
力
を
得
て
、
コ
ス

モ
石
油
株
式
会
社
堺
製
油
所
が
村
有
林
等
で
展
開
し

て
い
る
里
山
保
全
活
動
、
い
わ
ゆ
る「
コ
ス
モ
の
森
づ

く
り
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
２
回
の
間
伐
作
業

や
薪
づ
く
り
作
業
等
林
業
体
験
活
動
を
引
き
続
き
実

施
し
、
都
市
住
民
の
方
の
林
業
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
ふ
る
さ
と
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た「
い
こ
か

ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭（
ま
ち
ゅ
）り
」で
は
、地
域
住
民
・

ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
企
業
が
連
携
し
て
自
発
的
に
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
活
動
が
起
こ
り
、
地
域
活
性
化

の
理
想
が
実
現
し
て
き
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
り
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
学
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
団
体
と
の
継
続
的
な
連
携
交
流
な
ど
、
地
域
づ
く

り
を
支
え
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

2  

夢
と
希
望
の
叶
う
村
づ
く
り

（
１
）林
業
の
振
興　
　

　

木
材
の
自
給
率
は
平
成
23
年
度
か
ら
10
年
連
続
で

上
昇
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
の
木
材
自
給
率

は
４
０
．
７
％
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
て
０
．
４
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。
国
産
材
需
要
へ
の
高
ま
り

が
期
待
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
木
材

価
格
は
低
迷
を
続
け
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。　

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
林
業
基
盤
に
力
を
入
れ

る
べ
く
吉
野
中
央
森
林
組
合
と
連
携
し
て
、
美
し
い

森
林
整
備
事
業
や
施
業
放
置
林
整
備
事
業
に
相
当
量

の
事
業
費
を
投
入
し
、
作
業
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
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も
、
国
・
県
の
助
成
に
加
え
て
村
単
独
の
上
乗
せ
助

成
を
実
施
し
て
、
順
次
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
林
業
振
興
に
と
っ
て
不
可
欠
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

出
材
へ
の
支
援
方
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

機
会
あ
る
ご
と
に
国
・
県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
般
、
県
に
お
い
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
搬
出
に
係
る
標
準
単
価
の
新
設
が
検
討
さ
れ
、

新
年
度
よ
り
適
用
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
村
の
林

業
の
活
性
化
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
か
ら「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、

国
民
全
て
が
森
林
を
保
全
し
て
い
く
と
い
う
考
え
の

も
と
森
林
環
境
税
制
度
を
導
入
し
新
た
な
森
林
経
営

管
理
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
新
年
度
か
ら
国
内
に
住
所
の
あ

る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
国
税
で
あ
り
、
市
町

村
に
お
い
て
個
人
住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て
１
人
年

額
１
，
０
０
０
円
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

税
収
の
全
額
が
、
国
に
よ
っ
て
森
林
環
境
譲
与
税
と

し
て
都
道
府
県
・
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
、
山
間
部
へ
の
配
分
を
手
厚
く
す

る
よ
う
配
分
基
準
が
見
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
村
に
割
り
当
て
ら
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い

道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
森
林
所
有
者
意
向
調

査
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
新
年
度
に
お
い
て
は
意

向
調
査
を
進
め
つ
つ
、
新
た
に
、
地
上
権
設
定
調
査

及
び
森
林
境
界
明
確
化
事
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
施
業
放
置
林
整
備
事
業
、
村
産
木
材
製
品
等

の
Ｐ
Ｒ
等
、
将
来
の
林
業
振
興
を
見
据
え
有
効
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
メ
イ
ン

事
業
の「
河
瀬
館
」（
河
瀬
直
美
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）に

お
い
て
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
床
材
に
川
上
村
・
黒
滝
村
・

東
吉
野
村
の
３
村
が
提
供
す
る
吉
野
材
を
活
用
し
、

世
界
か
ら
の
来
場
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
、「
吉
野

林
業
・
河
瀬
館
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画
し
、
万

博
を
契
機
と
し
た
吉
野
林
業
・
吉
野
材（
東
吉
野
材
）

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

県
で
は
、
持
続
可
能
な
林
業
、
木
材
産
業
を
実
現

す
る
た
め「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」お

い
て
、
ス
イ
ス
の
森
林
環
境
管
理
制
度
を
参
考
に
人

材
の
養
成
を
し
て
お
り
、
昨
年
４
月
に
県
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
１
期
生
１
名
が
本
村
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
森
林
経

営
、
管
理
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

東
吉
野
材
の
流
通
拡
大
を
図
る
た
め
、
創
業
者
が

村
出
身
で
あ
る
西
垣
林
業
株
式
会
社
が
桜
井
市
内
の

浜
で「
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
」を
開
催
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
東
吉
野
材
の
往
年
の
活
況
を
少
し
で
も
取

り
戻
す
励
み
と
な
れ
ば
と
新
年
度
も
村
と
し
て
引
き

続
き
連
携
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）農
林
水
産
商
工
業
の
活
性
化　
　

　
「
小
さ
な
道
の
駅　

ひ
よ
し
の
さ
と
」の
整
備
を
契

機
と
し
て
、
本
村
の
農
業
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
促
進
し
、
農
業
経
営
の
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
農
業
指
導
講
座
や
農
業
資
器
材
購
入
等
へ
の

助
成
制
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
村
民
の
皆
様
の
農

作
物
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
で
の
消
費
喚
起
を
促
進
す
る
た
め
商
工
会
の

協
力
の
も
と
実
施
し
て
お
り
ま
す
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎
年
継
続
し
て

村
民
の
皆
様
と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
で
、
村
民
の
皆
様
の
笑
顔
、
活
気
あ
る
経
済

が
着
実
に
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
作
物
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
駆
除
対
策
と

し
て
捕
獲
檻
や
捕
獲
用
罠
を
村
内
各
地
に
設
置
し
、

村
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
毎
年
相
当
数
の
鹿
等
の
捕

獲
実
績
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

防
除
対
策
と
し
て
村
単
独
で
の
有
害
獣
防
止
施
設
設

置
助
成
制
度
に
よ
り
防
護
柵
設
置
の
支
援
を
行
い
村

民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
制
度
の
運
用
を
続
け
な
が
ら
村
猟

友
会
の
協
力
の
も
と
有
害
獣
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
３
）農
林
水
産
商
工
業
の
あ
ら
た
な
展
開

　

村
の
特
産
品
の
加
工
・
販
売
を
核
と
し
て
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の

乗
り
入
れ
場
と
い
っ
た
、
多
目
的
な
機
能
を
併
せ
持

つ
新
た
な
施
設「
小
さ
な
道
の
駅　

ひ
よ
し
の
さ
と
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
６
年
余
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。「
ひ
よ
し
の
さ
と
加
工
セ
ン
タ
ー
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
味
噌
、
よ
も
ぎ
の
関
連
商
品
等
に
加
え
柚
子

を
使
っ
た
新
商
品
や
ふ
る
さ
と
の
味
で
あ
る
朴
の
葉

寿
司
、
さ
ら
に
は
首
都
圏
向
け
の
新
商
品
の
開
発
等

特
産
品
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
特
産
品
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

「
農
山
漁
村
振
興
交
付
金（
山
村
活
性
化
対
策
事
業
）」

を
活
用
し
、
５
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
特
産
品
や
日
常
生
活
用
品
を
品
揃
え

し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
村
内
で
生
産
さ
れ

る
農
林
産
物
の
直
売
所
、
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
、

観
光
案
内
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
を
有
す
る
施
設
で
あ

り
、
焼
き
た
て
パ
ン
や
軽
食
も
人
気
を
集
め
、
村
内

外
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
施
設
の
管
理
運
営
は
、「
有
限
会
社
小
さ
な
道

の
駅
ひ
よ
し
の
さ
と
」に
委
ね
て
お
り
、
相
当
数
の
村

民
の
雇
用
も
実
現
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
雇
用
創
出
の
場
づ
く
り
と
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
の
特
産
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
堺
市

の
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
丘
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
杉
風

舎
、
ま
た
Ｊ
Ａ
の
ま
ほ
ろ
ば
キ
ッ
チ
ン
を
は
じ
め
と

し
た
各
店
舗
で
の
販
売
、
堺
市
、
刈
谷
市
、
松
阪
市
、

あ
る
い
は
東
京
都
、
名
古
屋
市
等
各
地
域
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
販
路
拡
大
に
努
め
、
村
の

農
林
産
物
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
関
係
団
体
や
有
志
の
方
で
構
成
す
る「
山
の
学
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校
協
議
会
」活
動
と
し
て
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
薪
づ

く
り
ツ
ア
ー
や
炭
づ
く
り
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
山
に
親
し
み
、
木
を
活
用
し
た
活
動

と
し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
４
）新
し
い
働
き
方
、
新
し
い「
し
ご
と
」づ
く
り

　

働
き
方
改
革
が
注
目
さ
れ
る
な
か
、
多
様
な
働
き

方
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
企
業
が
遠
隔
拠
点

を
持
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
関
心
を
示
し
て
お

り
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
人
々
が
集
う
魅

力
的
な
暮
ら
し
や
す
い
村
を
つ
く
る
た
め
、
村
に
寄

贈
い
た
だ
い
た
空
き
家
や
、
村
が
購
入
し
た
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
小
川
地
区
に
お
い
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
（
３
社
分
）の
改
修
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
１

社
分
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
の
企
業
に
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
、
現
在
２
社
分
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き

方
を
考
え
る
企
業
等
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
人
材
や
企
業
を
呼
び
込

み
、
新
し
い
仕
事
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

3  

学
び
あ
い
育
て
あ
う
村
づ
く
り

（
１
）子
育
て
環
境
の
充
実

　

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
高
校
生
ま
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
全
額

助
成
、
大
学
、
専
門
学
校
生
や
高
校
生
の
通
学
バ
ス

定
期
代
の
８
割
助
成
、
小
学
生
の
遠
足
費
用
の
全
額

助
成
、
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
用
の
半
額
助
成
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
を
初
年
度
と
す
る
５
カ
年
の「
第
２
期
東

吉
野
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
沿
っ
て

子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、

結
婚
、
子
育
て
を
希
望
す
る
若
者
が
安
心
し
て
結
婚
、

妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
と
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

国
で
は
、
昨
年
12
月
に「
子
ど
も
基
本
法
」に
基
づ

き
、
こ
ど
も
政
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基

本
的
な
方
針
等
を
定
め
た「
こ
ど
も
大
綱
」が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、

令
和
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第
３
期
東
吉
野
村

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
国
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相

談
に
応
じ
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
に
つ
な

ぐ
伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
と
を
一
体
的
に

実
施
し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
育
児
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）学
び
の
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
は
村
の
宝
で
あ
り
、
村
の
次
代
を
担

う
貴
重
な
人
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
の
振
興
に

引
き
続
き
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と
し
、
首
長
と
教
育

委
員
で
構
成
す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
策
定
し

た
、
本
村
の
教
育
、
学
術
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る

総
合
施
策
で
あ
る「
東
吉
野
村
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、

教
育
委
員
会
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
教
育
内
容

の
充
実
や
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
守
る
体
制
の
構

築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
人
一
人
の
主
体

性
を
生
か
し
、
歴
史
文
化
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
環
境
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
夢
と
希

望
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
、確
か
な
学
力
・
体
力
・

豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
教
育
目
標
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
児

童
･
生
徒
は
学
力
は
も
と
よ
り
、
体
力
、
学
習
意
欲
、

規
範
意
識
に
お
い
て
県
下
有
数
の
成
績
を
維
持
し
て

お
り
、
小
規
模
校
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
、
こ

ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
連
携
教
育
に
も
力
を

入
れ
な
が
ら
、
本
村
の
優
れ
た
教
育
実
践
を
今
後
と

も
継
続
し
て
い
く
た
め
、
村
と
し
て
教
育
活
動
を
最

大
限
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
実

施
す
る
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
高
速
大
容
量
の
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

従
来
の
教
科
書
と
組
み
合
わ
せ
て
、
学
習
者
用
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
児
童
生

徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
主
体
的
な

学
び
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
を
導
入
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
し
て
、
全
て
の
子
ど
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
認
知
の
特
性
に
応
じ
た
学
び
方
で
、
主

体
的
に
基
礎
的
な
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
問
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
積
極
的
な
活
用
や
、

中
学
生
の
英
語
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
文
部
科
学

省
が
後
援
し
て
い
る
英
語
検
定
を
受
験
す
る
た
め
の

検
定
料
の
助
成
制
度
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
向
け
た
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

給
食
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
理
・
配
食
業
務

の
民
間
委
託
を
導
入
し
て
お
り
、
昨
年
、
新
規
参
入

い
た
だ
い
た
事
業
者
に
よ
り
円
滑
に
業
務
運
営
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
献
立
の
作
成
は
村
教
育
委
員

会
の
栄
養
教
諭
の
も
と
メ
ニ
ュ
ー
内
容
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
、
地
産
地
消
を
取
り
入
れ
た
安
全
安
心
な
給

食
の
提
供
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

物
価
高
騰
に
伴
い
給
食
食
材
も
高
騰
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
保
護
者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
子

ど
も
た
ち
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ
た
給
食
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
文
化
の
振
興

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
村
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
に
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
種
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
高
齢
者
学
級
、

女
性
研
修
、
各
種
生
き
が
い
講
座
等
を
実
施
し
て
お

り
、
活
動
の
成
果
は
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
文

化
展
覧
会
に
出
展
し
意
欲
的
な
学
習
活
動
を
続
け
て

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日

8



い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
村
民
が
文
化
・
芸

術
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
一
助
と
し
て
の
文
化
鑑
賞

会
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
ほ
か
、
村
民
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
ヨ
ガ
教
室
、軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
清
流
ウ
ォ
ー
ク
等
も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
村
の
文
化
遺
産
や
伝
統
文
化

の
継
承
と
発
信
を
行
い
、
地
域
文
化
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

（
４
）人
権
尊
重
と
共
に
支
え
あ
う
社
会
の
推
進

　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
人
権
を

尊
重
し
合
い
、
誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し

て
生
き
て
い
け
る
人
権
尊
重
の
村
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
等
に
お
い
て
、
人
権
教
育
や
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
教
育
を
推
進
し
、
理
解
を
深
め
他
人
を
思

い
や
る
こ
こ
ろ
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
人
権
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

年
齢
や
障
害
、
性
別
等
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
地
域
で
生
活
や

活
躍
が
で
き
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

4  

生
涯
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り

（
１
）健
康
づ
く
り
と
保
健
・
医
療
提
供
体
制
の
充
実

　

村
民
の
皆
様
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
村
の
福
祉
政
策
の
目
標

と
考
え
、
村
政
の
大
き
な
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
元
気
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

健
康
寿
命
を
出
来
る
だ
け
延
ば
し
、
80
歳
を
超
え
て

い
る
平
均
寿
命
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
40
歳
以
上
の
住
民
を

対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対

象
者
を
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
も
対
象
に
加
え
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

疾
病
予
防
感
染
対
策
に
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨

時
接
種
が
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
、

新
年
度
に
お
い
て
は
、
国
の
方
針
を
踏
ま
え
65
歳
以

上
の
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
定
期
接
種
化
に
向
け

た
体
制
整
備
を
進
め
、
支
援
策
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
感
染
症
予
防
対
策
と

し
て
、
日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
、
肺
炎
球
菌
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
定
期
接
種
を
実
施

し
ま
す
。

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
が
対
象
と
な
る「
風
し
ん
の
追
加
的
対

策
」に
つ
い
て
は
、
期
限
が
令
和
６
年
度
末
ま
で
３
年

間
延
長
さ
れ
て
お
り
、抗
体
検
査
未
受
検
者
へ
の
ク
ー

ポ
ン
券
の
発
行
や
広
報
等
を
活
用
し
た
啓
発
を
行
い
、

抗
体
検
査
の
受
検
や
予
防
接
種
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
勧
奨
の
再
開

に
合
わ
せ
て
、
小
学
校
６
年
～
高
校
１
年
相
当
の
女

子
を
対
象
に
定
期
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
女
性
で
対
象
年
齢
の
間
に
接
種
を
逃
し
た
方
に
対

し
て
も
接
種
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者

へ
の
丁
寧
な
周
知
、
接
種
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で

市
町
村
が
運
営
を
担
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
県
単
一

化
が
行
わ
れ
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り

国
保
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
市

町
村
は
引
き
続
き
資
格
管
理
や
保
険
給
付
、
保
険
税

率
の
決
定
、
賦
課
･
徴
収
、
保
健
事
業
等
を
担
う
こ

と
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
高
齢
者
数
や
医
療
費
の

増
加
に
対
応
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
持
続

可
能
で
安
定
的
な
国
民
健
康
保
険
制
度
を
運
営
し
て

い
く
た
め
の
制
度
改
正
で
あ
り
、
本
村
に
お
き
ま
し

て
も
国
や
県
、
他
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
新

た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
特
に
制
度
化
に
あ
た
り
、
県
全
体
で
保
険
税

負
担
を
公
平
に
支
え
あ
う
た
め
県
下
統
一
的
な
保
険

税
の
標
準
税
率
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

税
率
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
一
定
の
期
間
中
で
、

激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
な
が
ら
対
応
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
令
和
６
年
度
か
ら
税
率

見
直
し
も
行
い
、
設
定
さ
れ
た
県
下
統
一
的
な
保
険

税
水
準
と
な
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

医
療
体
制
の
整
備
と
し
て
、
県
南
和
地
域
に
断
ら

な
い
救
急
病
院
を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

本
村
も
経
営
に
参
画
し
て
い
る
南
和
広
域
医
療
企
業

団
が
運
営
す
る
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、

屋
上
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
常
駐
し
、
一
定
の
救
急
搬

送
や
外
来
･
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
お
お
む
ね
順
調

に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
吉
野
病
院
、
五

條
病
院
に
つ
い
て
も
外
来
機
能
を
持
つ
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
稼
働
し
て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
の

皆
様
に
救
急
医
療
や
総
合
医
療
体
制
の
提
供
に
よ
る

安
定
し
た
医
療
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
２
）高
齢
者
の
福
祉
の
向
上

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
し
て
、
全
域
で
実

施
し
て
お
り
ま
す「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」に

つ
き
ま
し
て
は
、
区
長
、
民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
協
力

の
も
と
東
吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
で
も
外

に
出
か
け
人
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
認

知
症
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
参
加

者
の
輪
を
広
げ
高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
て

い
た
だ
く
一
助
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
の
歩
く
能
力
や
筋
力
が
低
下
す
る
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、百
歳
体
操
の
普
及
・
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日
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の
観
点
か
ら
中
止
し
て
い
ま
し
た
、
老
人
福
祉
大
会
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
全
体
会
も
再
開
い
た
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
様
に
安
心

し
て
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
開
催

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
様
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
が
連
携
し
て
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域

で
支
え
る
拠
点
と
し
て
、村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、
看
護
師
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
と
い
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
る「
世
代
交
流
カ
フ
ェ
」も
、
老
若
男
女

の
交
流
の
場
あ
る
い
は
気
軽
に
話
せ
て
相
談
で
き
、

生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
見
出
す
場
と
し
て
、
各
大

字
の
垣
根
を
越
え
て
合
同
で
開
催
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
へ
の
見
守
り
・
声
か
け
訪
問
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
東
吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
力
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
機
会

の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
な
ら
コ
ー
プ
の
地
域
支
援

活
動
と
連
携
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
買
物
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
高
齢
者
等
を
支
援
す
る
事
業
も
試
行

で
実
施
し
て
お
り
、
高
齢
者
も
介
護
者
も
生
き
が
い

を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度

を
初
年
度
と
す
る
３
カ
年
の「
第
９
期
介
護
保
険
事

業
」に
基
づ
き
、
介
護
が
必
要
な
人
に
的
確
に
介
護
事

業
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
に
も
一

層
力
を
入
れ
円
滑
な
制
度
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
紙
お
む
つ
支
給
に
つ
き
ま
し
て

は
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
無
償
で
支
給
し
、
課
税

世
帯
の
方
に
も
村
単
独
で
半
額
助
成
制
度
を
導
入
し

て
お
り
新
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域

連
合
組
織
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

の
医
療
・
健
診
・
介
護
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
、

地
域
に
お
け
る
健
康
課
題
を
分
析
し
、
個
別
の
状
況

に
応
じ
た
保
健
指
導
や
生
活
機
能
向
上
に
向
け
た
支

援
を
行
う「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一

体
的
実
施
事
業
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
の
向
上

　

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
６
カ
年
の「
東
吉
野

村
第
３
期
障
害
者
基
本
計
画
」、
令
和
６
年
度
を
初
年

度
と
す
る
３
カ
年
の「
東
吉
野
村
第
７
期
障
害
福
祉
計

画
」及
び「
東
吉
野
村
第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画
」に
基

づ
き
、
国
の
障
害
福
祉
施
策
に
も
呼
応
し
な
が
ら
、

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
や
、
総
合
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、
交
流
活
動

な
ど
の
支
援
者
と
し
て
、
日
常
会
話
程
度
の
表
現
技

術
を
習
得
し
た
手
話
奉
仕
員
の
養
成
を
引
き
続
き
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
各
々
の
個
性
が
尊
重

さ
れ
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
が
互
い
に
、
優
し
さ
と
配
慮
を
も
っ
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
東
吉
野
村
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）交
通
利
便
性
の
維
持
向
上

　

公
共
交
通
の
確
保
と
し
て
全
て
の
大
字
ま
で
運
行

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ふ
る
さ
と
号
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
定
期
車
両
を
３
台
配
置
し
、
通
院
、

通
学
、
通
勤
、
買
い
物
等
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
き
一
定
の
定
着
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
村
を
運
行
主
体
と
す
る

「
市
町
村
運
営
有
償
運
送
事
業
」に
よ
り
運
行
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
利
便
性
や
安
全
面
に
十
分
配
慮
し

て
住
民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
生
活
手
段
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
村
外
で
働
く
通
勤
者
の
支
援
と
し
て
、
引
き

続
き
村
営
榛
原
駐
車
場
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

（
５
）地
域
活
動
の
促
進

　

人
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
動

は
減
少
し
、
地
域
の
中
で
村
民
同
士
が
触
れ
合
う
機

会
は
激
減
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
認
知
機
能
の
低
下

や
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
状
態
）の
進
行
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
地
域
資
源
の
把
握
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘
・
サ
ー
ビ

ス
開
発
等
を
行
う「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置
し
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
ぬ
く
も
り
協
議
体
）の
構
築
や
住
民
主
体
の
地
域

活
動（
い
ち
た
つ
マ
ル
シ
ェ
）を
通
し
て
住
民
の
社
会

参
加
を
促
進
し
ま
す
。

5  

環
境
に
や
さ
し
く
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

（
１
）生
活
を
支
え
る
道
路
の
整
備

　

村
道
の
維
持
補
修
工
事
や
舗
装
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
大
字
の
必
要
箇
所
に
つ
い
て
順
次
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
本
村
の
基
幹
的
道
路
で
あ
る

主
要
県
道
の
改
良
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
に
お

い
て
毎
年
計
画
的
に
順
次
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、引
き
続
き
改
良
整
備
、砂
防
対
策
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
治
山
対
策
等
の
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
国
、
県
へ
強

力
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
９
月
の
台
風
12
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

た
麦
谷
地
区
の
深
層
崩
壊
現
場
の
復
旧
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
県
に
お
い
て
堰
堤
工
事
に
引
き
続
い

て
被
災
現
場
に
通
じ
る
村
道
復
旧
工
事
を
継
続
的
に

実
施
し
、
治
山
工
事
に
つ
い
て
も
一
部
工
事
に
取
り

か
か
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
元
住
民
の
皆
様
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
村

と
し
て
も
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
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村
道
橋
の
耐
久
性
を
補
強
す
る
た
め
の
橋
梁
長
寿

命
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
年
周
期
の
点
検
作

業
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
必
要
性
・
緊
急
性
の
高
い
村
道
橋
の

補
修
工
事
施
工
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
３
橋
の
補
修
工
事
も
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
籍
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ま
で
で
木
津

川
地
区
、
小
地
区
、
小
川
地
区
及
び
小
栗
栖
地
区
の

調
査
に
つ
い
て
は
終
了
し
て
お
り
、
新
年
度
は
現
地

調
査
が
終
了
し
た
中
黒
地
区
の
図
面
作
成
と
引
き
続

き
中
黒
地
区
の
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）情
報
通
信
技
術
の
活
用

　

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

民
の
日
常
生
活
手
段
あ
る
い
は
事
故
や
災
害
と
い
っ

た
非
常
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
就
任
以
来
の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
か
ら
移
動
通

信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
令
和
５
年

度
に
お
い
て
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
瀧
野
地
区
及
び

谷
尻
地
区
の
整
備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
、
全
て
の
大
字
の
日
常
生
活
エ
リ
ア
に
お
い
て
の

携
帯
電
話
の
使
用
が
実
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
一
方
、
同
一
事
業
者
に
つ
い
て
残
っ
て
い
る
一

地
域
の
不
感
地
帯
解
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
と
し

て
も
同
一
事
業
者
で
の
全
村
エ
リ
ア
化
を
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

住
民
の
半
数
以
上
を
占
め
、
一
人
暮
ら
し
二
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
な

か
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
生
活
環

境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
人

暮
ら
し
の
方
を
対
象
と
し
た
緊
急
通
報
装
置
設
置
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
家
庭
を
対
象
に
、
全
村
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
24

時
間
体
制
の
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
、
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
さ
ら
に

シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
生
活

様
式
の
変
化
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
や

業
務
が
広
く
一
般
に
浸
透
す
る
契
機
と
な
り
、
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
も
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

早
急
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
村
に

お
き
ま
し
て
も
、
国
の「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画
」の
方
針
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
や
業

務
の
効
率
化
を
図
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
計
画
の
中

で
重
点
的
な
取
組
事
項
と
さ
れ
て
い
る「
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
」や「
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」に
取
り
組
み
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
、
誰
も
が
快
適
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
鍵
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
そ
の
普
及
・
利
用
の
推
進
が
、
国
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
12
月
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
を
基
本

と
す
る
仕
組
み
に
移
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
、

運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
に
よ
る
利
活
用
の
拡
大
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
機
能

の
搭
載
な
ど
、
利
便
性
を
高
め
る
取
り
組
み
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
の
動
向
や
制
度

内
容
を
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

（
３
）�自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
の
有
す
る
木
、
水
、

太
陽
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
し
た
環
境

に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
小
・
中
学
校
等
公
共
施
設
に
設
置
す
る
と
と
も

に
、
各
家
庭
に
も
普
及
す
る
た
め
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
助
成
制
度
を
運
用
し
て
お
り
、
引
き
続
き
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
木
を
活
か
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
し
、
薪
づ
く
り
を
通
じ
た

間
伐
材
の
有
効
活
用
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
ふ
る
さ

と
村
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
村
民

か
ら
薪
の
買
い
上
げ
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
家

庭
で
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
図
る
た
め
村
単
独
の

購
入
費
用
助
成
制
度
を
導
入
し
多
く
の
方
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

水
力
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
つ

き
ま
し
て
も
、
村
民
有
志
の
方
等
が
参
画
し
た
民
間

事
業
所
に
よ
る
小
水
力
発
電
所
が
稼
働
し
運
営
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
官
民
あ
い
ま
っ
て
環
境
に
や
さ

し
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に「
コ
ス
モ
の
森
づ

く
り
事
業
」を
引
き
続
き
実
施
し
、
都
市
住
民
の
方
の

林
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
部
に
お
け
る
国
産
材
活
用
と
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
・
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
に
、
東
京
都
港

区
が
主
宰
し
て
い
る「
森
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」に
本
村
も
会
員
と
し
て
参
加
し
事
業
に
協
力
し
て

い
る
ほ
か
、
全
国
28
市
町
村
が
参
画
す
る「
全
国
源
流

の
郷
協
議
会
」に
加
入
し
、源
流
地
域
へ
の
国
土
保
全
、

環
境
保
全
、
林
業
振
興
等
特
別
な
施
策
を
国
に
提
言

す
る
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
有
数
の

東
吉
野
の
森
林
と
林
業
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
様
々
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
林
業
再
生
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

（
４
）美
し
い
景
観
の
維
持
と
循
環
型
社
会
の
推
進

　

ゴ
ミ
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、東
吉
野
村
、大
淀
町
、

下
市
町
、
黒
滝
村
、
天
川
村
、
川
上
村
の
２
町
４
村

で
構
成
す
る「
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
」に
お
い

て
、整
備
し
て
お
り
ま
し
た「
さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー
」

が
昨
年
10
月
に
完
成
し
本
格
稼
働
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
住
民
の
ゴ
ミ
の
受
け
入
れ
に
万
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全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
引
き
続
き「
吉
野
広

域
行
政
組
合
」に
お
い
て
、
ゴ
ミ
処
理
最
終
処
分
場
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
自
ら
処
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
減
量
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

環
境
施
策
の
一
環
と
し
て
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

な
く
し
、
河
川
を
は
じ
め
と
し
た
本
村
の
美
し
い
自

然
環
境
を
守
る
た
め「
環
境
美
化
推
進
員
制
度
」を
運

用
し
、
現
在
、
10
大
字
で
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
の
啓

発
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
住

民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

節
度
と
マ
ナ
ー
を
持
っ
て
本
村
の
貴
重
な
自
然
を
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
高
見
山
周
辺
や
村
内
の

不
法
投
棄
監
視
重
点
箇
所
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
不
法
投
棄
の
監
視
に
努
め
る
と
と
も
に
、
令
和
２

年
４
月
に
、
本
村
の
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
、
公
共
の
場
所
等
に
お
け
る
マ
ナ
ー

の
向
上
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た「
東
吉
野
村

環
境
保
全
等
マ
ナ
ー
向
上
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

県
と
も
連
携
し
て
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
、
全
て
の
村

民
が
健
康
か
つ
快
適
な
生
活
を
営
み
、
自
然
と
文
化

の
調
和
し
た
清
潔
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

（
５
）生
活
環
境
の
維
持
・
向
上

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
よ
り

こ
れ
ま
で
の
官
公
庁
会
計
か
ら
、
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
し
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
ま
す
。
経
営
状

況
を
的
確
に
把
握
し
将
来
の
経
営
計
画
に
役
立
て
る

と
と
も
に
、
整
理
し
た
資
産
の
情
報
を
活
用
し
、
水

道
管
及
び
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
更
新
を
計
画
的
に

進
め
、
今
後
も
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
、
日
々
の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う

努
め
、
良
質
で
安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

し
尿
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
宇
陀
衛
生
一
部
事

務
組
合
」に
加
入
し
、
安
定
的
に
処
理
が
な
さ
れ
て
お

り
、
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
整
備
も
完
了
い
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
内
家
庭
の
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
、
村
が
誇
る
清
流
を
守
り
、
河
川
の
浄
化
を
進

め
る
趣
旨
か
ら
も
、
村
単
独
に
よ
る
上
乗
せ
助
成
や
、

新
年
度
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
単
独
浄
化
槽
を

合
併
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
場
合
の
撤
去
費
用
の
助

成
を
引
き
上
げ
、
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

単
独
浄
化
槽
又
は
く
み
取
り
槽
か
ら
の
転
換
に
よ
る

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
必
要
と
な
る
宅
内
配
管

工
事
に
要
す
る
費
用
及
び
く
み
取
り
槽
の
撤
去
費
用

の
助
成
を
新
た
に
追
加
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
６
）防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

　

令
和
５
年
度
は
幸
い
に
も
本
村
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
自
然
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
能

登
半
島
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
災
害
対

応
力
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
災
害
備
蓄
品
の
拡
充
等
、
避
難
所
運
営
の
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
各
区
や
消
防
団
の
協
力
の
も

と
全
村
的
な
避
難
訓
練
や
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
等

を
実
施
し
、
災
害
へ
の
対
応
を
怠
り
な
く
続
け
て
い

き
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対

す
る
備
え
を
整
え
る
こ
と
が
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
上
で
必
要
不
可
欠
、
重
要
で
あ
り
、
日
々
の

防
災
、
減
災
の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
肝
心
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
、
電
話
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど
の

特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
よ
り
65
歳
以
上
の
特
殊
詐
欺
対
策
等
電
話
機

器
購
入
者
に
対
し
て
購
入
代
金
の
一
部
助
成
を
導
入

し
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
、
助
成
額
を
増
額
し
て

導
入
を
促
進
し
、
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
村
内
の
道
路
に
お
い
て
グ
レ
ー
チ

ン
グ
の
盗
難
が
相
次
い
で
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
警
戒
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
、
村
内

の
主
要
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
盗
難
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
基
本
事
項
を
定
め
た「
東

吉
野
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」に
よ
る
、
支
援
の

た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
犯

罪
被
害
者
等
の
受
け
た
被
害
の
早
期
回
復
及
び
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
を
支
え
る
地
域

社
会
の
形
成
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
ま

す
。

　

地
震
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
や
家
屋
の
耐

震
化
を
進
め
る
た
め
、
村
耐
震
改
修
計
画
に
基
づ
き

既
存
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
た
め
の

助
成
制
度
や
、
耐
震
診
断
に
基
づ
き
実
施
す
る
耐
震

改
修
事
業
へ
の
助
成
制
度
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
と
し

て
、
地
域
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
民
家
周
辺
の

危
険
木
伐
採
に
要
す
る
経
費
の
助
成
制
度
も
、
毎
年

各
区
で
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
道
路
周
辺
の
危
険
木
の
伐
採
に
つ
き

ま
し
て
も
、
区
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
よ
る
消
防
や
救
急
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
１
９
番
通
報
の
受
信
場
所
が

本
部
内
指
令
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
さ
れ
、
現
場
へ
の

到
着
時
間
の
短
縮
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
の

皆
様
が
さ
ら
に
適
確
に
消
防
活
動
や
救
急
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
と
の
連

携
の
も
と
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
要
の
ひ
と
つ
は
地
域

の
消
防
団
で
あ
り
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
村
消
防
団
の

迅
速
な
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
、
地
元
住
民
の
皆
様

に
よ
る
初
期
消
火
活
動
が
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
新
年
度
も
初
期
消
火
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
、
消
火
栓
や
ホ
ー
ス
の
消
防
設
備

の
整
備
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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6  

み
ん
な
で
取
り
組
む
協
働
の
村
づ
く
り

（
１
）協
働
の
村
づ
く
り
の
推
進

　

小
川
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
拠
点「
か
め

や
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
拠
点
活
用
は
も
と
よ
り
地
区

住
民
の
憩
い
の
場
・
交
流
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ

い
て
お
り
、
同
時
に
併
設
し
た
飲
食
店
の
創
業
を
支

援
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
も
継
続
的
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
空
き
家
を
改
修
整
備
し
た「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
小

川
」も
継
続
的
に
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
当

該
地
区
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
懸
案

で
あ
り
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
空
き
家
の
解
体
整
理
を

実
施
し
て
お
り
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
駐
車
場

と
し
て
整
備
を
進
め
周
辺
地
域
の
利
便
性
の
向
上
及

び
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

先
に
述
べ
ま
し
た
小
川
の
ま
ち
の
再
生
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
奈
良
県
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、

空
き
家
、空
き
店
舗
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
企
業
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
川
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奈
良
女
子
大
学
と
も
協

働
連
携
協
定
を
締
結
し
、
様
々
な
支
援
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
小
川
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
契

機
と
な
り
、
各
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
が
全
村
的
に

広
が
っ
て
い
く
事
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

（
２
）�集
落
の
枠
組
み
を
超
え
て
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り

　

地
域
の
暮
ら
し
は
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
の
見
守

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

地
域
に
住
む
方
々
の
支
え
合
い
で
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
意
識
の
変
化

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
仕
組
み
は
過
渡

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、
住
民
同
士
が
助
け
合
う
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
３
）効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進
し
、
村
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
手
続
の
簡
素
化

や
事
務
改
善
な
ど
事
務
の
効
率
化
に
向
け
た
仕
事
見

直
し
な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す�

。

（
４
）広
域
行
政
の
推
進

　

本
村
の
広
域
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
消
防
・
救

急
医
療
や
福
祉
を
は
じ
め
、
ご
み
、
し
尿
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
広
域
行
政

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
、
奥
大
和
移
住
・

定
住
連
携
協
議
会
に
よ
る
移
住
・
定
住
促
進
の
取
り

組
み
や
、
宇
陀
市
、
名
張
市
と
の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
道
の
駅
つ
な
が
り
で
宇
陀
市
、
松
阪
市
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

7  
財
源
の
確
保

　

本
村
に
と
っ
て
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
納
税
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
導
入
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

か
ら
の
振
り
込
み
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
滞
納
整
理
に
つ
き
ま

し
て
も
、
専
任
職
員
を
配
置
し
戸
別
訪
問
、
差
押
え

処
分
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
等
の
取
り
組
み
を
実

施
し
徴
収
率
も
大
幅
に
改
善
し
て
お
り
、
引
き
続
き

徴
収
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
東
吉
野
村
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い

を
実
現
す
る
方
策
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
、
多
く
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き「
ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援

基
金
」と
し
て
大
切
に
保
管
、運
用
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
ふ
る
さ
と
号
の
購
入
資
金
の
一
部
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
新
年
度
も
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
寄
附
者
へ
本
村
や
本
村
特
産
品
の
魅
力
を
細
や

か
に
情
報
発
信
し
寄
附
金
を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、
村
内
事
業
者
の
参
加
を

募
り
、
本
村
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
返
礼
品
の
充
実
を

図
り
、
多
く
の
皆
様
に
本
村
を
応
援
い
た
だ
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

8  

村
職
員
の
人
材
育
成

　

村
民
の
皆
様
の
信
頼
や
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
る

よ
う
県
と
の
人
事
交
流
制
度
の
活
用
や
、
各
種
研
修

機
会
へ
の
参
画
に
よ
り
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
努

め
て
お
り
、
人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
職

員
一
人
一
人
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
組
織

の
活
性
化
を
図
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。　

　

最
後
に
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

　
9  

行
財
政
改
革
の
推
進

　

将
来
に
亘
っ
て
も
依
然
と
し
て
国
・
地
方
共
々
財

政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
、
中
長

期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
持
続
可
能
な
村
政
運
営
を

進
め
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
、
常
に
施
策
内
容
を

吟
味
し
創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
経
費
削
減
に
努
め
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
も
、
東
吉
野
村
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
資

源
と
歴
史
文
化
遺
産
を
育
み
な
が
ら
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
村
民
の

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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地方消費税交付金 36,113
諸収入 27,845
使用料及び手数料 14,723
地方特例交付金 5,358
寄附金 4,910
環境性能割交付金 3,477
繰入金 2,863
財産収入 2,601
法人事業税交付金 1,262
分担金及び負担金 1,056
株式等譲渡所得割交付金 1,004
配当割交付金 949
利子割交付金 52
    合    計 102,213（4.0%）

議会費 42,742
商工費 20,762
予備費 10,000
災害復旧費 2,500
諸支出金 2
上記合計 76,006（3.0%）

民生費
381,037（14.9%）

地方交付税
1,230,000
（48.1%）

総務費
714,641
（28.0%） 

繰越金
470,292
（18.4%）

村税
124,455（4.9%）

県支出金
163,688（6.4%）

消防費134,429（5.2%）

農林水産業費 
321,592（12.6%）公債費

265,380（10.4%）

教育費
250,942（9.8%）

土木費178,818（7.0%）

25億5,591万3千円 25億5,591万3千円

衛生費
233,068（9.1%）

地方譲与税
103,981（4.1%） 

国庫支出金
218,384（8.5%）

村債
142,900（5.6%）

主
な
用
語
の
説
明

●
地
方
交
付
税

　

国
税
で
あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
財
源
と

し
て
国
か
ら
村
の
人
口
な
ど
が
基
礎
に
な
っ

て
地
方
へ
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
補
助
金

等
と
は
異
な
り
そ
の
使
途
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

●
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金

　

教
育
や
建
設
、
災
害
な
ど
の
ほ
か
、
国
の

事
業
・
事
務
を
村
で
す
る
と
き
に
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
使
い
道
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

●
県
支
出
金

　

県
か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の
や
県
の
補
助
要

綱
等
に
見
合
っ
た
も
の
で
村
が
行
う
事
業
・

事
務
に
対
し
て
そ
の
一
部
を
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

●
村
債

　

簡
易
水
道
や
道
路
の
整
備
、
建
設
の
事
業

等
を
行
う
と
き
に
村
が
資
金
確
保
の
た
め
に

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
借
金

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
借
金
が
一
般
の
企
業

や
家
庭
と
同
じ
で
、
予
算
に
し
め
る
割
合
が

多
い
と
今
後
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な

り
、
思
う
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

●
村
税

　

村
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
地
方
譲
与
税

　

国
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
を
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
お
金
で
、
あ

る
程
度
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金

　

消
費
税
で
集
め
ら
れ
た
お
金
を
、
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

●
諸
収
入

　

村
の
預
金
利
子
や
ご
み
証
紙
の
販
売
代
金

等
雑
入
で
す
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

　

み
な
さ
ん
が
村
の
施
設
を
使
用
す
る
と
き

や
、
印
鑑
証
明
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
等
の

交
付
を
受
け
る
と
き
に
支
払
う
お
金
で
す
。

●
地
方
特
例
交
付
金

　

税
制
改
正
に
よ
る
減
税
に
伴
う
地
方
税
の

減
収
額
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
寄
附
金

　

住
民
や
団
体
等
か
ら
い
た
だ
く
寄
附
金
で

す
。

●
環
境
性
能
割
交
付
金

　

み
な
さ
ん
が
自
動
車
の
購
入
時
に
納
め
ら

れ
た
お
金
で
、
村
内
の
道
路
の
延
長
や
面
積

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
道
路
関
係

の
予
算
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
繰
入
金

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
基
金
の
間
で

相
互
に
資
金
を
運
用
す
る
も
の
で
、
他
の
会

計
・
基
金
か
ら
そ
の
会
計
へ
資
金
が
移
さ
れ

ま
す
。

●
財
産
収
入

　

村
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物
の
貸
付
収
入

や
積
立
金
の
預
金
利
子
、
村
有
財
産
の
売
却

な
ど
の
収
入
で
一
般
財
源
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
法
人
事
業
税
交
付
金

　

一
部
制
度
改
正
に
よ
り
法
人
税
割
減
収
と

な
る
た
め
法
人
の
事
業
税
の
一
部
が
県
か
ら

配
布
さ
れ
ま
す
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

村
が
行
う
事
業
な
ど
で
受
益
者
に
事
業
費

の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

●
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　

株
式
等
譲
渡
所
得
割
収
入
額
に
一
定
の
率

を
乗
じ
て
得
た
額
の
一
部
が
個
人
県
民
税
額

に
応
じ
て
県
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
配
当
割
交
付
金

　

配
当
割
収
入
額
に
一
定
の
率
を
乗
じ
て
得

た
額
の
一
部
が
個
人
県
民
税
額
に
応
じ
て
県

か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
利
子
割
交
付
金

　

貯
金
の
利
子
に
か
か
る
税
金
を
市
町
村
に

配
分
さ
れ
る
お
金
で
、
一
般
財
源
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

●
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
、
税
務
、
戸
籍
、

統
計
、
選
挙
な
ど
村
の
総
括
的
な
事
務
に
使

う
お
金
で
す
。

●
民
生
費

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
医
療
へ
の
助
成
な

ど
に
使
う
お
金
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費

　

木
材
の
販
路
拡
大
や
特
産
品
の
開
発
等
の

た
め
に
使
う
お
金
で
す
。

●
公
債
費

　

村
債
返
済
の
た
め
に
支
払
う
お
金
で
す
。

●
教
育
費

　

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
運
営
や
文
化

財
保
存
、
体
育
施
設
の
管
理
、
生
涯
学
習
の

場
の
提
供
等
、
教
育
関
係
に
使
う
お
金
で
す
。

●
衛
生
費

　

予
防
接
種
や
各
種
検
診
等
の
保
健
関
係
と
、

ゴ
ミ
処
理
等
の
衛
生
関
係
に
使
う
お
金
で
す
。

●
土
木
費

　

道
路
・
河
川
等
の
整
備
や
維
持
に
使
う
お

金
で
す
。

　
●
消
防
費

　

消
防
・
緊
急
活
動
の
経
費
の
ほ
か
、
消
防

設
備
の
維
持
管
理
等
に
使
う
お
金
で
す
。  

●
議
会
費

　

議
会
運
営
の
た
め
に
使
う
お
金
で
す
。

●
商
工
費

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業
等
に
使
う
お

金
で
す
。
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令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
行
政

経
費
の
削
減
合
理
化
に
努
め
つ
つ
、若
者
定
住
・
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
、
産
業
振
興
・
雇
用
と
い
っ
た
主
要
施
策
へ
の

資
源
投
資
を
積
極
的
に
図
り
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

議
　
会
　
関
　
係

◇
議
員
報
酬	

１
８
２
７
万
６
千
円

◇
議
員
政
務
活
動
費
交
付
金

	

８
４
万
円

総
　
務
　
関
　
係

◇�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
一
括
代
行
業
務

委
託
料	

１
５
０
万
円

◇
吉
野
広
域
行
政
組
合
総
務
費
負
担
金

	

１
３
４
１
万
８
千
円

◇
庁
舎
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
事
業

	

５
６
４
０
万
８
千
円

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
造
委
託
料

	

１
０
４
万
５
千
円

◇�

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

整
備
費
負
担
金	

４
７
１
万
５
千
円

◇
村
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

	

３
０
０
万
円

◇
駐
車
場
整
備
事
業
経
費

	

４
９
０
万
１
千
円

◇
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
事
業
補
助
金

	

１
４
万
４
千
円

◇�

特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器
購
入
補

助
金	

２
０
万
円

◇
交
通
安
全
対
策
経
費

	

８
５
万
３
千
円

◇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

	

２
８
万
円

◇
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

	

７
５
万
円

◇
地
籍
調
査
経
費	

４
５
７
１
万
円

◇
榛
原
駐
車
場
管
理
委
託
料

	

５
０
５
万
４
千
円

◇
空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

	

３
０
０
万
円

◇
大
学
生
等
通
学
時
バ
ス
利
用
補
助
金

	
３
２
５
万
１
千
円

◇
地
番
家
屋
現
況
異
動
修
正
委
託
料
	

６
３
万
４
千
円

◇�

吉
野
広
域
行
政
組
合
戸
籍
電
算
負
担

金	

６
１
９
万
９
千
円

◇
ふ
る
さ
と
村
指
定
管
理
料

	

１
３
５
９
万
６
千
円

◇
や
は
た
温
泉
指
定
管
理
料

	

７
８
３
万
２
千
円

◇
た
か
す
み
の
里
指
定
管
理
料

	

１
５
５
７
万
２
千
円

民
　
生
　
関
　
係

◇
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

	

３
９
２
万
４
千
円

◇
村
民
生
委
員
活
動
費
助
成
金

	

１
４
７
万
円

◇�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
繰

出
金	

１
４
３
１
万
７
千
円

◇�

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
事
業
経

費	

２
４
０
万
３
千
円

◇�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
受
信
業
務
委
託

料	

７
９
万
２
千
円

◇
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
金

	

３
３
８
万
７
千
円

◇
療
養
給
付
費
負
担
金

	

３
７
８
３
万
７
千
円

◇
さ
く
ら
苑
運
営
費
負
担
金

	

４
９
１
万
２
千
円

◇
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費

	

５
８
８
万
２
千
円

◇
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助
成

	

９
１
万
６
千
円

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

	
７
８
８
４
万
７
千
円

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
０
４
０
万
６
千
円

◇
障
害
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

	

１
７
８
万
６
千
円

◇
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

	

１
０
１
７
万
円

◇
地
域
生
活
支
援
事
業

	

１
９
６
万
９
千
円

◇
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

	

９
３
２
７
万
９
千
円

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

	

３
４
万
円

◇�

未
熟
児
・
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
等

医
療
費
助
成	

１
５
８
万
８
千
円

◇�

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
更
新
業
務

委
託
料	

１
７
６
万
円

◇
児
童
手
当
費	

１
０
６
６
万
５
千
円

◇
人
権
啓
発
費	

７
６
万
１
千
円

衛
　
生
　
関
　
係

◇
南
和
広
域
医
療
企
業
団
負
担
金

	

２
０
２
１
万
４
千
円

◇
各
種
健
診
委
託
料

	

３
３
１
万
２
千
円

◇
予
防
接
種
委
託
料	

３
２
５
万
円

◇
緊
急
風
し
ん
抗
体
検
査
等
委
託
料

	

１
４
万
７
千
円

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日

15



◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

	

１
１
１
万
５
千
円

◇�
公
衆
便
所
、
道
路
公
園
、
句
碑
等
清

掃
賃
金	

２
５
１
万
３
千
円

◇
環
境
啓
発
推
進
員
設
置
事
業
経
費

	

９
６
万
円

◇
吉
野
斎
場
運
営
管
理
負
担
金

	
９
５
万
４
千
円

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金

	

４
４
６
万
５
千
円

◇
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金

	

５
５
６
２
万
８
千
円

◇
簡
易
水
道
事
業
会
計
出
資
金

	

３
１
１
７
万
４
千
円

◇
ゴ
ミ
収
集
委
託
料

	

３
０
８
３
万
６
千
円

◇
村
内
ご
み
特
別
収
集
委
託
料

	

７
万
１
千
円

◇
生
ご
み
処
理
機
器
等
購
入
助
成
金

	

１
５
万
９
千
円

◇
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

	

２
１
３
２
万
５
千
円

◇
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

	

１
２
２
４
万
９
千
円

農
　
林
　
業
　
関
　
係

◇
農
業
委
員
会
経
費

	

１
２
５
万
４
千
円

◇�

有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助

金	

２
４
０
万
円

◇�

農
産
物
生
産
奨
励
補
助
金

	

１
８
０
万
円

◇
有
害
獣
駆
除
報
償	

３
３
０
万
円

◇
施
業
放
置
林
整
備
事
業
委
託
料

	

２
５
７
０
万
５
千
円

◇�

東
吉
野
村
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

委
託
料	

６
６
９
万
円

◇
混
交
林
誘
導
整
備
事
業
経
費

	

５
１
０
０
万
８
千
円

◇�

地
上
権
設
定
調
査
委
託
料

	

２
０
０
万
円

◇�

林
業
事
業
体
体
質
強
化
対
策
事
業
補

助
金	

４
２
０
万
円

◇
村
産
材
生
産
促
進
事
業
補
助
金

	

４
９
０
万
円

◇
森
林
作
業
道
整
備
事
業
補
助
金

	

５
０
１
万
７
千
円

◇
住
民
安
全
確
保
対
策
事
業
補
助
金

	

２
５
０
万
円

◇�

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付

金	
５
９
７
２
万
４
千
円

◇
森
林
境
界
明
確
化
事
業
補
助
金
	

６
２
万
円

◇
小
さ
な
道
の
駅
運
営
管
理
委
託
料

	

３
６
０
０
万
円

◇�

山
村
活
性
化
生
活
対
策
事
業
委
託
料

	

５
０
０
万
円

商
　
工
　
関
　
係

◇�

小
規
模
商
工
業
指
導
事
業
・
不
況
特

別
対
策
事
業
補
助
金	

２
２
４
万
円

◇�

地
域
特
産
品
等
販
路
拡
大
支
援
事
業

補
助
金	

７
６
万
円

◇�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業

補
助
金	

３
７
０
万
円

◇
観
光
力
向
上
事
業
補
助
金

	

４
０
０
万
円

◇
種
苗
鮎
放
流
事
業
補
助
金

	

１
０
０
万
円

◇�

種
苗
鮎
放
流
事
業
特
別
災
害
支
援
補

助
金	

１
０
０
万
円

土
　
木
　
関
　
係

◇
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

	

１
５
万
円

◇�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
補
助

金	

５
０
万
円

◇
雪
寒
対
策
業
務
委
託
料　

	

８
１
５
万
円

◇
村
道
草
刈
委
託
料	

１
１
１
万
円

◇
村
道
危
険
立
木
伐
採
委
託
料

	

１
０
０
万
円

◇
道
路
維
持
補
修
工
事
経
費

	

４
６
０
万
円

◇
橋
梁
点
検
業
務
委
託
料

	

２
０
０
万
円

◇�

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
測
量
設
計

業
務
委
託
料	

９
５
０
万
円

◇�
橋
梁
塗
膜
調
査
業
務
委
託
料

	

９
７
５
万
円

◇�

舗
装
改
良
工
事
測
量
設
計
業
務
委
託

料	

１
０
５
０
万
円

◇
道
路
橋
梁
等
改
良
工
事
経
費

	
６
４
７
５
万
１
千
円

消
　
防
　
関
　
係

◇
県
広
域
消
防
組
合
負
担
金

	

１
億
４
９
０
万
２
千
円

◇
団
員
出
動
報
酬	

９
４
万
５
千
円

◇
消
火
栓
増
設
工
事
経
費

	

５
７
５
万
８
千
円

◇
防
災
放
送
設
備
保
守
点
検
委
託
料

	

２
１
５
万
８
千
円

教
　
育
　
関
　
係

◇
学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
５
１
５
万
１
千
円

◇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行
委
託
料

	

２
５
６
０
万
６
千
円

◇�

宝
蔵
寺
し
だ
れ
桜
再
生
事
業
委
託
料

	

８
５
万
６
千
円

◇
文
化
財
保
存
補
助
金　

	

７
４
万
８
千
円

◇�

高
齢
者
学
級
・
女
性
研
修
・
い
き
が

い
講
座
・
文
化
展
覧
会
等
経
費

	

１
１
４
万
２
千
円

◇
人
権
教
育
費	

２
０
３
万
３
千
円

そ
　
の
　
他

◇
公
債
費

　

・
償
還
元
金

	

２
億
５
７
３
７
万
２
千
円

　

・
償
還
利
子	

８
０
０
万
８
千
円

◇
予
備
費	

１
０
０
０
万
円
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予
算
額
は
２
９
７
４
万
８
千
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
２
３
万
７
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
委
託
に
伴
う
学
校
給
食
調
理
配
送

業
務
委
託
経
費
の
ほ
か
、学
校
給
食
施
設
・

設
備
の
維
持
管
理
経
費
等
の
経
常
的
経
費

が
主
な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

園
児
・
児
童
・
生
徒
に
係
る
給
食
費
を
引

き
続
き
半
額
負
担
と
し
ま
す
。

　

予
算
額
は
２
億
５
７
６
６
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
２
９
２
８
万
８
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
一
化
に
伴
い
、

税
率
等
県
に
あ
わ
せ
、
歳
入
と
し
て
は
保

険
税
を
３
６
１
７
万
７
千
円
見
込
ん
で
お

り
、
県
支
出
金
で
１
億
９
３
８
４
万
２
千

円
、
繰
入
金
１
４
３
１
万
７
千
円
と
繰
越

金
そ
の
他
で
１
３
３
２
万
４
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
諸
費
に

１
億
５
９
９
２
万
７
千
円
、
一
般
被
保
険

者
高
額
療
養
費
３
０
０
５
万
７
千
円
、
出

産
育
児
諸
費
１
５
０
万
１
千
円
、
葬
祭
費

８
．
９
４
％
と
高
く
、
現
在
の
介
護
認
定

者
が
２
２
７
人
（
認
定
率
２
４
．
８
９
％
）

で
す
。
う
ち
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人

が
の
べ
１
９
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
額
は
５
３
６
９
万
４
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
３
５
４
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
広
域
連
合
の
算
定
の
結
果
に

基
づ
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
し

て
３
１
１
１
万
６
千
円
、
一
般
会
計
繰
入

金
２
０
４
０
万
６
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
５
０
０
６
万
６
千
円
、
保
険
事
業

費
２
８
８
万
２
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
会
計
と
は
、
令
和
６
年

４
月
よ
り
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
と
は

区
別
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
収
入
、
事
業
費
用
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
９
１
０
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し
て

３
０
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
５
１
５
２
万
４
千
円
、
保
健
事
業
費

３
１
７
万
６
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
礎

と
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
予
算
額
は

４
億
８
１
９
３
万
６
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
１
３
７
０
万
３
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
介
護
保
険
料
６
１
９
９
万
７

千
円
、
国
県
支
出
金
で
２
億
１
６
６
４
万

５
千
円
、
支
払
基
金
交
付
金
１
億
２
４
４

４
万
５
千
円
、
繰
入
金
７
８
８
４
万
７
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

９
９
８
５
万
１
千
円
、
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
６
７
１
２
万
８
千
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
２
億
３
５
４

万
５
千
円
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
９
４
７
万
６
千
円
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
諸
費
１
３
５
９
万
８
千
円
、
審

査
支
払
手
数
料
３
０
万
２
千
円
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
１
５
５
８
万
２
千

円
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費

４
１
１
３
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

本
村
に
お
け
る
65
才
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
、
９
０
３
人
で
高
齢
者
比
率
は
約
５

特
別
会
計
と
は
、
村
が
特
定
の
事
業
の
支
出
に
充
て
る

た
め
に
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
と
は
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。
今
年
度
よ
り
簡
易
水
道
事
業
の
会
計

が
企
業
会
計
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は
、
資
本
的
収
入
５
５
４
８
万
７
千
円
、

資
本
的
支
出
１
億
１
１
７
４
万
５
千
円
で
、

不
足
す
る
額
５
６
２
５
万
８
千
円
は
当
年

度
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

調
整
額
２
０
８
万
４
千
円
、
当
年
度
損
益

勘
定
留
保
資
金
５
０
７
８
万
円
、
引
継
金

３
３
９
万
４
千
円
で
補
て
ん
す
る
も
の
で

す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し

て
、
収
入
は
給
水
料
４
１
５
７
万
８
千
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
他
に
給
水
分
担
金

２
１
万
５
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

支
出
は
、
村
内
１
４
施
設
の
維
持
管
理

経
費
１
億
３
７
４
４
万
３
千
円
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
３
０
０
万
円
が
主
な
も

の
で
す
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し
て
、

収
入
は
主
に
簡
易
水
道
事
業
債
１
１
９
０

万
円
、
国
庫
補
助
金
３
１
６
万
４
千
円
が

主
な
も
の
で
す
。

　

支
出
は
杉
谷
・
木
津
・
伊
豆
尾
地
区
統

合
簡
易
水
道
施
設
及
び
麦
谷
浄
配
水
場
の

遠
隔
監
視
装
置
更
新
経
費
９
４
９
万
３
千

円
、
小
・
小
川
・
小
栗
栖
・
中
黒
地
区
統

合
簡
易
水
道
施
設
の
膜
ろ
過
設
備
の
洗
浄

ブ
ロ
ワ
整
備
経
費
１
４
３
万
円
、
大
字
大

豆
生
、
村
道
向
出
線
改
良
事
業
に
伴
う
水

道
管
の
移
設
工
事
経
費
１
３
５
９
万
６
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日

17



卒業生答辞

修了証書授与

みんなで記念撮影

卒業生合唱

　

３
月
13
日
、
第
51
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
７
名
の
生
徒

が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
並
び
に
校
歌
斉
唱
の
後
、
辻
本
校
長
よ
り
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
辻
本
校
長
に
よ
る
式
辞
、
橋
本
教
育

長
に
よ
る
告
辞
、
水
本
村
長
、
大
丸
村
議
会
議
長
に
よ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
答
辞
で
は
、
代
表
の
冨
田
彩
芽
く
ん
が
在
校
生
や
先
生
、
保
護
者

へ
お
礼
を
伝
え
、
今
ま
で
共
に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
や
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
後
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に
お
礼
を
伝
え
、
同
級
生

や
後
輩
、
先
生
方
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
へ
向
か
っ
て
歩
み

は
じ
め
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
第
９
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
８
名
の
園

児
が
卒
園
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
、
先
生
、
そ
し
て
在
園
児
の
み
ん

な
か
ら
見
守
ら
れ
る
中
、
橋
本
園
長
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
橋
本
園
長
や
松
久
保
教
育
委
員
、
水
本
村
長
、
井
上
村
議
会
副
議
長
、

菅
野
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
エ
ー
ル
を
も
ら
い
、
卒
園
児
、
在

園
児
が
お
互
い
に
お
別
れ
の
歌
と
こ
と
ば
を
贈
り
合
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
終
始
落
ち
着
い
た
様
子
で
式
に
望
み
、
卒
園
児
は
返
事
や
退
場
を
す

る
時
も
年
長
組
ら
し
い
立
派
で
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
園
式
終
了
後
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
お
礼
を
し
ま
し
た
。
小

学
生
に
な
っ
て
も
、
元
気
一
杯
に
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
51
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
９
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式

春
季
東
吉
野
材
ま
つ
り
市

第
19
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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卒業証書授与

みんなで記念撮影

競りの様子

熱心に説明を聞く児童

　

３
月
19
日
、
第
19
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
７
名
の
児
童

が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
並
び
に
校
歌
斉
唱
の
後
、
山
﨑
校
長
よ
り
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
﨑
校
長
の
式
辞
、
橋
本
教
育
長
の

告
辞
、
水
本
村
長
、
大
丸
村
議
会
議
長
に
よ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
、
在
校
生
、
卒
業
生
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
生
活
で

の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
と
お
礼
の
言
葉
を
贈
り
合
い
ま
し

た
。

　

式
中
卒
業
生
の
中
に
は
涙
ぐ
む
児
童
も
お
り
、
感
動
に
包
ま
れ
た
雰
囲
気
の
中
送

り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
桜
井
市
の
西
垣
林
業
株
式
会
社
原
木
市
場
に
お
い
て「
春
季
東
吉
野

材
ま
つ
り
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は「
西
垣
林
業
株
式
会
社
」の
創
業
者
で
あ
る
西
垣
愛
太
郎
氏
が
東
吉
野

村
の
出
身
で
、
東
吉
野
村
の
優
良
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ま
た
村
の
基
幹
産
業
で
あ

る
林
業
、
木
材
産
業
を
盛
り
上
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
市
に
は
多
く
の
東
吉
野
材
が
集
ま
り
、
会
場
に
は
県
内
外
か
ら
多
数
の
買

上
者
や
見
学
者
が
来
場
し
、
市
況
も
良
く
活
気
の
あ
る
競
売
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
当
日
は
、
東
吉
野
小
学
校
か
ら
３
、４
年
生
の
児
童
９
名
が
原
木
市
及
び
製

材
工
場
を
見
学
し
、
東
吉
野
で
育
て
ら
れ
た
木
材
の
流
通
・
加
工
を
見
て
、
地
元
の

産
業
を
学
び
ま
し
た
。

春
季
東
吉
野
材
ま
つ
り
市

第
19
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日
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人権出前教室の様子

講演の様子

　

２
月
26
日
、
東
吉
野
小
学
校
に
て
、
人
権
擁
護
委

員
の
桝
本
君
孝
氏
、
辻
井
豊
氏
に
よ
る
人
権
出
前
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は「
心
の
傷
」を
テ
ー

マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

児
童
た
ち
は
、
こ
こ
ろ
や
い
じ
め
の
問
題
に
つ
い

て
の
話
を
聞
い
た
後
に
、
様
々
な
質
問
に
答
え
る
こ

と
で
、
自
身
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
様

子
で
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
よ
り「
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人

と
尊
重
し
あ
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
ほ
し
い
。」と
、

啓
発
物
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
東
吉
野
中
学
校
で
水
本
村
長
に
よ
る
、

全
校
生
徒
を
対
象
に
村
の
施
策
や
、
移
住
や
過
疎
対

策
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
真
剣
な
様
子
で
講
話
を
聴
き
、
そ
の
後

の
質
疑
応
答
で
は
、
水
本
村
長
に
積
極
的
に
質
問
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
村
長
か
ら
、「
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
は
こ

こ
東
吉
野
村
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

進
学
な
ど
で
村
を
離
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ

か
帰
っ
て
き
て
村
の
た
め
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た

い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
、
橿
原
市
の
橿
原
運
動
公
園
で
奈
良
県

内
の
小
学
生
ら
の
基
礎
体
力
や
連
帯
感
を
養
う
こ
と

目
的
に
第
19
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
は
、
県
内
の
市
町
村
か

ら
約
３
０
０
名
の
児
童
が
参
加
し
、
東
吉
野
村
か
ら

は
東
吉
野
小
学
校
５
・
６
年
生
の
７
名
が
、
駅
伝
レ
ー

ス
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
走
り
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
た
す
き
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
、
仲
間
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
強

い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
コ
ー
ス
を
力
強
く
駆
け
抜
け
た
児

童
た
ち
は
達
成
感
と
爽
快
感
溢
れ
る
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

あ
ま
ご
漁
解
禁

人
権
出
前
教
室

水
本
村
長 

中
学
生
に
講
話

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
出
場

山
の
学
校
協
議
会
　
第
10
回
薪
作
り
ツ
ア
ー
開
催

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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あまごの放流

あまご釣り

斧と薪割り機を使った薪作り体験

　

３
月
２
日
、
村
漁
業
協
同
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
和
歌
山
県
日
高
川
産
の

お
よ
そ
８
０
０
㎏
の
あ
ま
ご
が
放
流
さ
れ
、
３
月
３
日
に
あ
ま
ご
漁
が
解
禁
さ
れ
ま

し
た
。
解
禁
当
日
は
非
常
に
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、
早
朝
よ
り
村
内
外
か
ら
多
く
の

釣
り
人
が
訪
れ
、
寒
い
中
あ
ま
ご
が
を
狙
っ
て
釣
り
糸
を
垂
ら
す
姿
が
村
内
各
地
で

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
釣
果
と
し
て
は
、
50
匹
以
上
の
方
も
お
り
、
多
く
の
方
が
あ
ま
ご
釣
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
６
月
に
は
鮎
漁
も
解
禁
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
村
内
に

多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

３
月
９
日
、
大
字
三
尾
で
、
山
の
学
校
協
議
会
第
10
回
薪
作
り
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
村
活
性
化
協
議
会
協
力
の
も
と
、
村
内
外
か
ら
８
名
の
方
が
薪
作
り
ツ

ア
ー
に
参
加
、
薪
割
り
機
や
斧
を
使
い
、
薪
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

が
一
生
懸
命
作
業
に
励
み
、
時
間
内
に
多
く
の
薪
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ま
ご
漁
解
禁

山
の
学
校
協
議
会
　
第
10
回
薪
作
り
ツ
ア
ー
開
催

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日
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桂文鹿氏「落語」

競技説明中競技中の様子

桂慶治朗氏「落語」

プレーの様子「クッブ」寄贈の様子

菊池まどか氏「浪曲」、藤初雪氏「曲師」

伏見紫水氏「曲独楽」

　

３
月
16
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
東
吉
野「
寄
席
」を
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
２
時

よ
り
開
演
し
、橋
本
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、桂
文
鹿
氏
、桂
慶
治
朗
氏
に
よ
る「
落

語
」、
伏
見
紫
水
氏
に
よ
る「
曲
独
楽
」、
菊
池
ま
ど
か
氏
に
よ
る「
浪
曲
」、
藤
初
雪

氏
に
よ
る「
曲
師
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
80
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
落

語
な
ど
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
芸
能
に
親
し
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
、
講
師
に
奈
良
南
高
等
学
校（
吉
野
学
舎
）勤
務
、

日
本
ク
ッ
ブ
協
会
普
及
指
導
員
久
見
宗
資
氏
の
指
導
に
よ
る
、
村
主
催
の
軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、「
ク
ッ
ブ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ッ
ブ
と
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
が
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の

チ
ー
ム
対
戦
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
カ
ス
ト
ピ
ン
ナ
（
丸
棒
）を
下
手
投
げ
し
、
相
手

コ
ー
ト
の
的
の
ク
ッ
ブ
（
角
材
）を
倒
し
て
い
き
、「
キ
ン
グ
」を
先
に
倒
し
た
方
が
勝

ち
で
す
。
倒
さ
れ
た
ク
ッ
ブ
は
、
相
手
コ
ー
ト
の
ク
ッ
ブ
と
な
り
、
先
に
倒
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
シ
ン
プ
ル
さ
の
中
に
も
戦
略
性
を
あ
わ
せ
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

　

参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
初
め
て
体

験
す
る
競
技
の
た

め
、
ル
ー
ル
な
ど

を
講
師
に
確
認
し

つ
つ
、
戦
略
を
立

て
な
が
ら
ク
ッ
ブ

の
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
教
室
終
了

後
に
、
奈
良
南
高

等
学
校
の
生
徒

か
ら
手
作
り
の

「
ク
ッ
ブ
」一
式
を

寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

東
吉
野
『
寄
席
』

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
ク
ッ
ブ
」

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

４４
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

　

お
子
さ
ん
の
体
重
測
定
な
ど
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と　

き

　

４
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

※�

開
催
は
毎
月
第
３
水
曜
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
（
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

対　

象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内　

容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同

士
の
交
流

持
ち
物　

飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、４
月
15
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ

ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育
て
の

悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

４
月
20
日
（
土
）

高
血
圧
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

高
血
圧
は
、
喫
煙
と
並
ん
で
、
日
本

人
の
生
活
習
慣
病
死
亡
に
最
も
大
き
く

影
響
す
る
要
因
で
す
。
も
し
高
血
圧
が

完
全
に
予
防
で
き
れ
ば
、
年
間
10
万
人

以
上
の
人
が
死
亡
せ
ず
に
す
む
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
自
体
は
、
過

去
数
十
年
で
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、

今
な
お
20
歳
以
上
の
国
民
の
お
よ
そ
２

人
に
１
人
は
高
血
圧
で
す
。

　

診
断
室
で
の
収
縮
期
血
圧
（
最
大
血

圧
）
が
１
４
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
、
ま
た

は
拡
張
期
血
圧
（
最
小
血
圧
）
が
90
ｍ
ｍ

Ｈ
ｇ
以
上
の
場
合
。
ま
た
自
宅
で
測
る

家
庭
血
圧
の
場
合
は
、
収
縮
期
血
圧
が

１
３
５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
、
ま
た
は
拡
張

期
血
圧
が
85
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
で
高
血
圧

と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

東
吉
野
村
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
も
例

外
で
は
な
く
、
高
血
圧
の
方
が
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
普
段
か
ら

ご
自
分
の
血
圧
を
意
識
さ
れ
て
い
ま

す
か
？
ご
自
宅
に
血
圧
計
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
血
圧
測
定
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
を
測
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
朝
な
ら

起
き
て
か
ら
１
時
間
以
内
、
夜
な
ら
寝

る
前
が
良
い
で
し
ょ
う
。
１
日
の
中
で

も
血
圧
は
変
動
す
る
の
で
、
時
間
を
決

め
て
な
る
べ
く
同
じ
時
間
に
測
定
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
血
圧
は
座
っ
た

姿
勢
で
測
り
、
測
定
前
に
必
ず
１
～
２

分
間
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
測
定
し

た
値
は
記
録
し
、
高
い
状
態
が
続
く
よ

う
な
ら
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
健
康
の
広
場
で
は
、
毎
月
、

高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
高
血

圧
で
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
も
、
ま

だ
高
血
圧
に
該
当
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、

今
後
適
正
な
血
圧
を
保
て
る
よ
う
ぜ
ひ

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
４
月
18
日
（
木
）
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

お
子
様
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
度
中
に
接
種
予
定
の
定
期

予
防
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
お
子
様

は
、
４
月
以
降
、
新
た
に
令
和
６
年
度

分
の
依
頼
書
を
持
っ
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
と
、
令

和
６
年
度
分
の
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

予
診
票
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
予
防
接
種
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
５
月
以
降
に
個
別
に
案

内
を
行
う
予
定
で
す
。

集
合
健
診
・
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
村
広

報
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
申

し
込
み
も
５
月
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
村
広
報
５

月
号
を
ご
確
認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

毎
月
お
知
ら
せ
す
る
情
報
を
参
考
に
、

日
常
生
活
を
振
り
返
る
機
会
に
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

引
用
文
献
：
厚
生
労
働
省
ｅ－

ヘ
ル
ス

ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　

皆
さ
ん
は
「
自
閉
症
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
自
閉
症

は
、「
常
に
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
状
態
」「
親
の
育
て
方
が
冷
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
等
と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
自
閉
症
の
症
状
は
様
々

で
す
が
、
脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い
か

ら
、
大
き
な
音
や
光
と
い
っ
た
刺
激
を

苦
手
と
し
た
り
、「
他
の
人
の
気
持
ち
や

感
情
を
理
解
す
る
こ
と
」「
新
し
い
こ
と

を
学
習
す
る
こ
と
」
を
苦
手
と
し
た
り

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

自
閉
症
の
方
が
困
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
短
く
具
体
的
に
説
明
を
行
っ
た
り
、

安
心
で
き
る
環
境
を
作
っ
た
り
す
る
等

の
工
夫
を
行
う
こ
と
が
、
解
決
に
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
４
月
２
日
は
国
連
の
定
め
た
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
す
。
日
本
で
も

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
を
発
達
障
害

啓
発
週
間
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
個
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
社
会

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
「
自
閉
症
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

日
本
実
行
委
員
会
（
公
式
サ
イ
ト
）
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
４月９日（火）

午後２時～３時
予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

４月１６日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切４月１５日（月）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

４月２２日（月）
午後２時～３時

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和6年4月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　見守りサービス「絆－ ONE」は、ひとり暮らしの高齢者を見守りする仕組みを提供するサー
ビスです。
　人感センサやボタンにより PC やスマホから遠隔地でも家族の安否を確認できるクラウドを
活用した見守りが行えます。緊急時には救急コール代行、平常時には買い物支援（ひよしのさ
とマルシェの商品配達）など、高齢者のさまざまな悩み解決の支援をいたします。
対象者　村内在住の概ね７０歳以上のひとり暮らし世帯の方
利用料　月額１，０００円
※すでにネット回線がある方については、無料。
　設置代・機器料は村負担で無料。

　その他、申請時に安否確認や緊急連絡を行える親族や協力員
の方の電話番号・メールアドレスなどが必要となります。

お申し込み・お問い合わせ先
　住民福祉課（４２－０４４１）

離れていても安心をお届けします離れていても安心をお届けします
高齢者見守りサービス「絆－ONE」を設置しませんか？高齢者見守りサービス「絆－ONE」を設置しませんか？

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
いきいき百歳体操代表者交流会を開催しました。

　３月１５日に、いきいき百歳体操に取り組んでいる村内１２会場中９会場の代表者の方１４名
がご参加くださり、交流会を開催しました。
　交流会では、奈良県薬務課　課長補佐の抜井氏に「医薬品の適正使用とジェネリック医薬品に
ついて」をテーマにご講演いただきました。薬に関するクイズやジェネリック医薬品に関する情
報など、皆さん熱心に聞いておられました。
　令和５年６月に東吉野村で実施した、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の結果では、介護や
介助が必要になった主な原因は、「高齢による衰弱」と「骨折・転倒」を合わせて４７％と半数近
くになりました。いきいき百歳体操を継続することで、衰弱や転倒を予防しましょう。
　いきいき百歳体操に参加したい、いきいき百歳体操を自分の地域でもしてみたいという方は、
お気軽に地域包括支援センターまでお問い合わせください。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々

（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお
受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　４月１７日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※ 足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に

お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※ 相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日

25



事前準備（糸をほどく、家で水洗いしてアイロン）

小川地区

鷲家地区

２日目（８枚を１枚にして、骨に縫い付ける）

１日目（型紙をあて８枚に切り、ミシンで縫い合わせ）

三尾・狭戸地区

木津・萩原・伊豆尾・杉谷地区

７者７様の日傘

☆着物リメイク学校
　東吉野中学校の家庭科室で２月２９日、３月７日の２日間にわたり、着物リメイク学校を開
催しました。
　三尾の門絹江先生をお招きして、家にある着物や羽織などの生地を使用して、世界に一つだ
けの日傘作りを試みました。
　一枚一枚着物の種類や生地、柄が違って、それぞれが特徴のある自分好みの日傘が完成しま
した。
　喪服で日傘を作ると、黒の生地に一点だけ家紋が入って、とても素敵な仕上がりとなりました。

※４月広報折り込みチラシの『ぬくもり×ぬくもり』に出来上がった写真を掲載しています。

☆世代交流かふぇ
　コロナが明けて、４年ぶりに通常の世代交流かふぇを各地区で開催することができました。
　昨年の広報８月号に平野地区、広報１０月号に滝野谷尻地区の世代交流かふぇの様子を掲載
しました。
　他の地区では地域おこし協力隊のアンドレス・カマチョが来てくれたり、木津の方がどら焼
きを用意してくれたので、そのレシピをもとにどら焼きを他の地区でもふるまったりした１年
となりました。

令和６年度世代交流かふぇ計画
　世代交流かふぇの前身が地域支援講座という事業で平成２５年度から平成２７年度に全地区
で開催したことが始まりでした。
　テーマは『地域防災』で、災害に向けて準備しておくこと、非常食の試食、東吉野村で実際に
あった災害の振り返りや防災 MAP を作ることにより防災意識を高めてもらうなど、各地区で
３回から６回に分けて講座を開講しました。
　令和６年１月１日に能登半島地震が起きて、改めて地域の皆さんとじっくり考えて地域防災
力を高めていきたいと考えています。
　災害時に向けて準備すること、平時から地域の助け合いをより深めておくこと、避難所の宿
泊体験や炊き出し訓練（さば飯）など、様々なプログラムを用意して実施する予定ですので、お
楽しみに。

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日
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　いよいよ新しい学年での生活がスタートしました。学校給食は、栄養バランスのとれた食事で
子どもたちの健やかな成長を支えるとともに、以下のようなさまざまなことを学ぶ教材となるも
のです。地域でとれる新鮮な食材を取り入れ、安全や衛生に配慮しながら、心を込めておいしい
給食作りに努めてまいります。

１　適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。
２　 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生

活を営むことができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養
うこと。

３　 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。
４　 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての

理解を深め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に
寄与する態度を養うこと。

５　 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていること
についての理解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。

６　 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深め
ること。

７　食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

　給食当番は交代制で、給食の準備・配膳・後片付けなどを行います。
当番活動を通して、衛生への配慮や配膳の仕方を身につけるだけで
なく、自分自身で考えて行動すること、責任をもって役割を果たす
こと、友達と協力して仕事をすることなどを学びます。

広 報 ひ がしよし の 令和６年４月１日
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令
和
六
年
二
月
二
十
七
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草　

選
評

▪
特
選
の
部

や
は
ら
か
き
日
差
し
に
山
河
春
め
け
り	

伊
藤
志
津
子

　
評

　
立
春
が
過
ぎ
る
と
、
気
候
や
風
物
が
何
と
な
く
春
ら

し
い
気
配
と
な
る
。
木
々
が
芽
吹
き
は
じ
め
、
鳥
の
声

が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
来
る
。

　
作
者
は
、
日
差
が
や
わ
ら
か
に
感
じ
て
春
の
到
来
を

実
感
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
早
春
の
深
吉
野
の
山
河
を
活
写
し
た
佳
句
で
あ
る
。

に
こ
り
と
も
せ
ず
懸け

想そ
う

文ぶ
み

売う
り

侍は
べ

り	

前
田
　
景
子

　
許

　
懸
想
文
と
は
、
縁
談
や
商
売
繁
昌
な
ど
を
か
な
え
る

符
の
こ
と
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
、
立た

て

鳥え

帽ぼ

子し

に
覆
面
、
草わ

ら
じ鞋
な
ど
に
扮

装
し
て
、
結
び
文
を
入
れ
た
文
箱
を
吊
し
て
売
り
歩
い

て
い
た
。
そ
れ
を
女
子
が
買
っ
て
鏡
台
に
入
れ
て
お
く

と
福
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
近
は
京
都
須
賀

神
社
で
懸
想
文
売
が
出
て
い
る
。

　
掲
句
の
「
に
こ
り
と
も
せ
ず
」
の
措
辞
に
懸
想
文
売

の
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。

賑
や
か
に
杯
に
白
魚
を
ど
り
喰
ひ	

濱
田
貴
美
子

　
評

　
白
魚
は
、
体
長
一
〇
セ
ン
チ
に
も
み
た
な
い
が
、
体

形
が
美
し
く
透
き
徹
っ
た
か
ら
だ
が
印
象
的
で
あ
る
。

酢
の
物
、
吸
物
、
躍
り
喰
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に

合
う
。

　
躍
り
喰
い
は
、
少
し
残
酷
な
気
も
す
る
が
、「
賑
や
か

に
」
の
措
辞
に
そ
の
場
の
雰
囲
気
が
出
て
い
る
。

▪
準
特
選
の
部

雄
鶏
の
こ
ゑ
尖
つ
て
寒
の
晴	

辻
　
佐
和
子

雪
山
を
拝
し
吾わ

れ

唯た
だ

足た
る

を
知
る	

宮
崎
　
利
一

一
山
の
中
を
弾
み
て
囀
れ
り	

宮
崎
　
成
子

▪
佳
作
の
部

歳
祝
お
で
ん
振
舞
ひ
神
事
待
つ	

松
谷
　
忠
則

節
分
会
鬼
が
隣
の
神
社
に
も	

前
田
　
景
子

鏡
見
て
着
膨
れ
だ
ね
と
独ひ

と

り
言ご

つ	

秋
告
　
雅
子

谷
あ
ひ
に
た
ゆ
た
ふ
煙
寒
過
ぎ
る	

秋
吉
　
正
朝

黒
文
字
を
削
り
て
小
昼
山
笑
ふ	

濱
田
貴
美
子

山
間
ひ
に
響
く
槌
音
浅
き
春	

池
田
美
砂
子

寒
明
の
雲
と
ど
ま
ら
ず
金
剛
山	

辻
　
佐
和
子

裸
木
に
早
や
芽
の
き
ざ
し
ぽ
つ
ち
り
と	

宮
崎
　
成
子

山
住
み
の
気
長
に
な
り
て
春
を
待
つ	

池
垣
　
昭
美

風
花
の
身
に
纏
り
て
歩
み
け
り	

宮
崎
　
利
一

高
々
と
杉
山
の
闇
冴
返
る	

伊
藤
志
津
子

春
兆
す
稚
魚
群
れ
ゐ
た
る
高
見
川	

宮
下
　
後
二

深
吉
野
に
強こ

わ

東ご

風ち

吹
き
て
杉
葉
舞
ふ	

川
村
　
貞
子

▪
入
選
の
部

薄
氷
払
う
て
柄
杓
に
手
水
く
み	

松
谷
　
忠
則

立
春
大
吉
自
筆
の
墨
字
張
り
に
け
り	

松
谷
　
忠
則

山
門
の
焚
火
に
惹
か
れ
書
院
ま
で	

前
田
　
景
子

雪
被
り
重
み
に
ゆ
る
る
実
南
天	

秋
吉
　
雅
子

花
枇
杷
の
声
聞
く
者
ぞ
何い

ず

処こ

か
に	

秋
吉
　
雅
子

山
水
に
群
れ
ゐ
る
鯉
よ
寒
の
明	

秋
吉
　
正
朝

三
尾
の
背
に
風
吹
き
至
り
残
る
雪	

秋
吉
　
正
朝

な
や
ら
ひ
や
お
亀
二に

面め
ん

の
美
人
不
美
人	

濱
田
貴
美
子

鈴
つ
け
て
樹
氷
林
よ
り
降
り
来
る	

池
田
美
砂
子

三
川
の
合
う
て
夢
淵
風
光
る	

池
田
美
砂
子

吉
野
よ
り
望
む
高た

か

見み

山
の
斑は

雪だ
れ

か
な	

辻
　
佐
和
子

春
の
雪
消
え
ゆ
き
た
る
を
惜
し
み
け
り	

宮
崎
　
成
子

空
見
え
ぬ
ほ
ど
の
粉
雪
バ
ス
を
待
つ	

池
垣
　
昭
美

着
ぶ
く
れ
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
写
る
吾	

池
垣
　
昭
美

朝
霜
の
解
け
て
雫
の
ぽ
と
り
落
ち	
宮
崎
　
利
一

尻
取
り
の
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
よ
春
の
雪	
伊
藤
志
津
子

春
近
し
走
る
幼
女
の
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ	
宮
下
　
俊
二

停
留
所
に
バ
ス
待
つ
老
婆
草
青
む	

宮
下
　
俊
二

初
午
に
村
人
集
ふ
御
御
供
ま
き	

川
村
　
貞
子

屋
根
替
に
古
き
瓦
を
残
し
け
り	

川
村
　
貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

旬
の
も
の
一
品
朝
餉げ

に
つ
く
だ
け
で

食
が
す
す
ん
で
心
も
は
れ
る	

元
林
マ
ス
ミ

さ
く
ら
も
ち
ほ
ろ
つ
と
苦に

が

味み

あ
る
だ
け
に

緑
茶
と
合
っ
て
と
て
も
お
い
し
い	

元
林
マ
ス
ミ

朴
の
葉
の
父
の
作
っ
た
押
し
箱
を

使
う
た
び
ご
と
思
い
だ
す
な
り	

元
林
マ
ス
ミ

金
管
吹
く
孫
の
ほ
っ
ぺ
は
は
ち
切
れ
そ
う
　

身
を
乗
り
出
し
目
を
凝
ら
す
か
な	

辻
　
由
美
子

見
る
だ
け
で
我
も
し
て
い
る
気
に
な
れ
る

孫
の
剣
道
練
習
姿	

辻
　
由
美
子

早
三み

月つ
き

春
は
立
ち
い
て
山
風
に

花
粉
吹
き
出
す
杉
の
頂	

福
井
メ
イ
子

も
の
の
芽
の
日
に
〳
〵
育
つ
老
梅
は

今
を
盛
り
の
無
人
寺
か
な	

福
井
メ
イ
子

土
の
下
古
き
都
は
在
り
と
い
ふ

春
浅
き
道
児
等
は
群
れ
行
く	

浦
田
由
美
子

イ
ン
ス
タ
の
吾こ子
の
投
稿
に
い
い
ね
つ
け

送
信
し
た
り
弥
生
一
日	

浦
田
由
美
子

春
愁
て
ふ
寂
し
き
物
を
道
ず
れ
に

吉
野
深
山
の
花
を
見
し
か
な	

浦
田
由
美
子

一
般
投
句
（
川
柳
）

断
捨
離
は
亭
主
の
も
の
は
迷
わ
な
い	

植
平
　
佳
伸

眠
れ
な
い
昼
は
よ
く
寝
て
眠
れ
な
い	

植
平
　
佳
伸

よ
く
ボ
ヤ
キ
死
ぬ
の
忘
れ
て
口
達
者	

植
平
　
佳
伸

広 報 ひ がしよし の令和６年４月１日
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